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ATR知能映像通信研究所設立特集



<表紙解説>
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な コ ン ピ ュータ環境

Trans  P l a n t” の ス ク リ ー ン 画面の例 :

人が半円形状の部屋に入ると、  登産面に設權i1されたスク

リ ー ン上にその人の身体形状や動きに応じて、極々の相物

が成長し、  そこに仮想的なジャングルの 一 一部となった自分

自身の 1111l を も発見するこ とができる 。
人が仮想空間と自由にイン夕ラ ク ト で き る 、すなわち 、

人が仮想空間の一部となり、 その空間の創造に本質的に関

わる こ と がで き る 、  個人的かっ新たな自己表現のためのコ

ンピュ一夕環境の創出を目指している。
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e巻頭言

知能映像通信研究所発足にあた って

一人にやさしいシステムを一

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長 日 裏  泰弘

今年は、 戦後50年という時代の大きな節目であるが、  A T R に と っ て も 第 一 フ ェーズの

最終年度( 1 0年目 )  を迎えるとともに、知能映像通信研究所が発足した意義ある年である。

さ ら に 、 今年度末には 、新光プ ロ ジ ェ ク ト を ス 夕一 ト さ せ る こ と に し てい る が 、 こ れに よ

り第二フェ一ズの四研究開発会社が出そろい、  21世紀の初頭に向けてそれぞれの研究に一

段と拍車がかかる こ とにな る 。

これもひとえに関係各位の深いご理解と絶大なご支援とご協力の賜物であり、  こ こ に あ

らためて衷心より厚く御礼申し上げる次第である。

さ て 、  世の中でよく メカに強いとか弱いとかいわれるが、  これは好き嫌いはあるにして

もやはり作る側の論理が先行し、  使う側の立場が考えられていないこ とにもよ る 。  すなわ

ち、技術のめざましい進歩により 、  コンピュ一夕から家電製品に至るまで常に高性能化、

高機能化が図られているが、  それは複雑化にっなが り さ らに操作を難し く し ている 。  こ れ

に対し使 う側からは単純化と簡単な操作が望まれる 。  この二つの相反する流れを統合し、

使い勝手の良いものにするためには、  機械を限りなく人間に近づけるための研究が必要に

な っ て く る が 、  これ も また A T R に と って大きな課題の一つである 。

特にマルチメディアが時代のキー ワー ドになって きた今日 、  その必要性が一層真実味を

帯びてきた感がある。  なぜなら光ファイバ一通信網はもちろん、  ネ ッ ト ヮー クは全てこれ

に大勢の人が参加することではじめてその意義をもち、  効用を発揮するからである。  しか

し、 そのためには、誰でも参加し易くするしかけゃ工夫が何より必要になってくる。

その例として 、  米国全土を結ぶ高速道路があげられる。  これが60年代の米国に繁栄をも

たらしたのもその上を走る誰でも運転できる自動車があったからである。

わが国でも、  今や自動車は生活に欠かせない足の役目を果たしており、 家計を預かる主

婦も自由に車を乗りまわし、そのためのコス トも惜しまない。  し か し 、 それ と同 じ よ う に

主婦がパソコンを操作し、  ソフトや周辺機器、通信費に財布をはたいているだろうか。

と こ ろ で マルチ メ デ ィ ア は 、 音声 ・ 文字 ・ データ 、 画 像に よ る 通信が イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ

に行 う こ とができる高度の通信システムであるが 、  これも誰でも簡単に操作できる端末機

があ り 、  主婦や弱者も含め多数の参加者があってはじめてそのネット ヮー クが革新的なひ

とっの巨大な資源となり市場創造する。  ーロでいえば、  誰でも簡単な操作で自由に高度の

通信がで き る シ ス テ ム こ そ が ネ ッ ト ヮー クを生かすといえるであろ う 。

今回新しく発足した知能映像通信研究所は、今後展開されるであろうマルチメディア時

代にあって 、  その研究が大きな役割を果たすことが期待されている。  それだけにその究極

のシステムは、  人間に と ってや さ し く 親 しみのあ る ものであって欲 しい と願つて止まない。



知能映像通信研究所の設立にあた っ て

A T R も設立以来9年が経過し、  日本の電気通信の分野におけるセンタ ・ オ ブ 。 工クセレン スの確立

に向けて、その研究活動は t量-界的にも認められっつあります。  こ の 間 、 当 初 の 4 プ ロ ジ ェ ク ト の う ち 、

自動翻訳電話研究所、視聴覚機構研究所が進めてきたプロジェク トが終結するとともに、音声翻訳通信

研究所、 人間情報通信研究所が設立され、 A T R 全体 と し て第二フェーズと もい うべき新たな研究段階

に移 り っ つ あ る と い っ て よ い で し ょ う 。  こ の よ う な 状況下で 、 こ の度 、 新 た なプ ロ ジ ェ ク ト と し て知能

映像通信研究所が設立の運びとなりました。  これもひとえに基盤技術研究促進センターや民間出資法人

のご協力とご支援の場であります。改めて感謝中し上げます。

知能映像通信研究所は、 「知能映像情報通信の基礎研究」 を研究テーマ と し て 、  1995年から2002年ま

での7年間にわたる、試験研究費総額1 2 3億円の研究プロジェク トです。マルチメディア情報を活用し

た新しい コ ミ ュ ニ ケーション方式の確立を旗印として、20世紀から21世 紀 に ま た が っ て 行 な う プ ロ ジ ェ

ク ト と な るわけです 。  関連するATR通信システム研究所などの成果を活用しっつ、  来るべき21世紀の

知的社会における新しいコ ミ ュ ニ ケー ション方式の創出に向けた基礎研究を遂行して行きます。

コ ミ ュ ニ ケー ションは、本来、人間同士が向かい合つて音声・身振り ・手振りなど用いて自分の感情

意思を相手に伝える全感覚的なものです。  これに対し、  従来の通信は利用できるチャンネルが音声・

文字を対象とした細いものであったために、人間同士のコミュニケー シ ョ ンの う ち 、主 と して言語情報

を伝達するものに限定されていたといえるでしょ う 。最近、電気通信技術、  コンピュ一夕技術の急速な

発達により、従来の音声・文字を対象とした通信に加え、大量の映像情報の蓄積・伝送が可能になりっ

つあります。それに伴い、いわゆるマルチメディアに対する期待が急速に高まりっつありますが、真の

意味での新しいサー ビスはいまだ現れていないといえるでし ょ う 。

本プロジェク トでは、通信において以下の2つを実現することを狙います。  1つは、私たちが種々の

情報・感覚を用いて日常行なっている f a c e - to - f a c e に代表される現実のコミュニケー シ ョ ン に 限 り な

く近いものを可能にすることです。  これは最近よくいわれるマルチメディア通信の究極の姿を実現しよ

う とする ものです。  も う 1 つは 、現実の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの限界を超えて新たなコ ミ ュニケー シ ョ ン

の環境・方式を創出しよ う とするものです。  これは、通信の新しい可能性を切り開くとともに、マルチ

メディア技術に基づいた将来の社会におけるコ ミュニケーションのあり方を明確にするとい う意義があ

り 、  現時点で基礎研究を開始する必要性が大であると考えられます。

このような通信の本質に立った研究を遂行するためには、  工学を中心とした研究はもちろんですが、

それに加え心理学、社会学などの人文科学の分野との連携を行なうこ とによって、真に人間にとって使

いやすい通信方式とはなにかを追及して行かなければなりません。  今後とも関係の皆様方のご理解、  ご

支援をよろしくお願いいたします。



㈱ATR知能映像通信研究所の

設立にあたって  (祝辞)

郵政省

官房審議官 岡 井 元

マルチメ デ ィ  ア社会の到来に期待が高ま っ てい る  この時期に㈱ATR知能映像通信研究所の

設立を迎え、 心よりお慶びを申し上げます。  これもひとえに基礎研究に理解を示された関係各

界の方々のご支援、 ご協力の賜物と思つております。

顧みれば、 我が国で基礎研究の必要性が叫ばれていた頃発足した㈱国際電気通信基礎技術研

究 所 ( A T R- I )  も平成 7年度末には満 1 0年を迎えるこ と とな り 、同時期に発足したA T R

グループの試験研究会社も研究を終了、 または終了を迎えよ う と してお ります 。  これらの会社

における研究の成果は、 国の内外の研究者を始め、 各方面の方々から高い評価が得られており、

電気通信分野における我が国の地位の向上、 国際貢献に大きく寄与しているものと確信してお

り、関係の皆様方のご努力に深く感謝申し上げるものであります。

さ て 、  今回設立された㈱ATR知能映像通信研究所は、  A T R グ ループ7番目の試験研究会

社 と し て 、  マルチメディア情報を利用して、違隔地の人間同士が相互理解と共同作業を容易に

行えるコ ミュニケーション手段を提供するための試験研究を行うこ とを目的として設立され、

A T R通信システム研究所の研究成果の一部を引き継いで研究を進められるわけでありますが、

同研究所のこれまでの実績に加え、  さらなる飛躍を目指して研究を推進し、  関係された方々の

期待に応え る よ う 願 っ てい る と こ ろ で あ り ま す 。

また、本研究所の研究テーマは、G I I 、 N I I等の光通信網の整備構想、推進と相まって、マ

ルチ メ デ ィ ア社会におけ る ア プ リ ケー シ ョンを提供しよ う とする ものであ り 、今後のマルチメ

ディア通信に指標を与え、  通信のあり方に大きな変革をもたらすこ とが期待される時と的を得

た テーマであると考えております。

本研究所においてなされた研究成果を近い将来、 私たちが享受出来るよう研究を推進して頂

き、基礎・基盤技術を確立し、世界の人々との相互理解の促進、協調を図り、人類が真に豊か

で幸福な社会を構築するこ とに貢献されるよ う祈念いたします。
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マルチメディ  ア時代の先駆けに

基盤技術研究促進センター

理事長  田中  誠一郎

2 1世紀のマルチメディア時代の本格的到来のためには、その根幹となるべき電気通信の基盤

技術の進展が必要不可欠であります。特に、次世代の通信網として期待されている光ファイ

バ一網の整備とともにこれらの通信網を利用する魅力的なアプリケー ションの開発は急務の重

要課題と認識しており 、  この分野の充実強化を図るべく当セン夕一といたしましても尽力して

い る と こ ろ で あ り ます 。

さ て 、 本年 3 月 、  当セン夕一の出資を受けて国際電気通信基礎技術研究所の7つ目のプロ

ジェク ト として、㈱A T R知能映像通信研究所が設立されました。  この研究所は、来たるマル

チメディア時代を想定した、  遠隔地の人間同士の相互理解と共同作業を効果的に行えるような

「 新 しい コ ミ ュニケーシ ョ ン手段 」 を開発し提供し よ う とい う ものであ り 、 ま さに時代の先1ll11

けとなる画期的な研究開発を行う こ とにな ります。  当センター と し て も 、  この研究所での成果

が、  マルチメディア時代の通信のあり方に具体的指標を示すものであり、 2 1-出1紀の社会や生活

に多大な影響を与える可能性があるものと認識しており、  この研究の成果に大きな期待を寄せ

てい る と こ ろ で あ り ま す 。

電気通信分野は、 技術先導的要素が強く、  高度情報社会の進展に伴い、 今後とも情報通信技

術に関する研究開発の一層の充実が望まれています。 この意味で、 関西文化学術研究都市の中

核として、21世紀の電気通信技術分野をリ ー ドしようとする国際電気通信基礎技術研究所に寄

せられる期待は極めて大きなものがある といえるでし ょ う 。  こ う した使命を担い、  この研究所

が豊かでゆとりある国民生活の実現に向けて、  グループをあげて創造的研究活動を引き続き力

強く進めていかれることを心から念願いたします。



新プロジ ェ ク  ト研究の意義

大阪大学産業科学研究所

教授  溝口  理一郎

今、 情報科学に一つの大きな変革の波が押し寄せている。  情報通信手段の高度化の波である。

B - I S D N と A TMに代表される高速広帯域通信技術、  そして I n t e r n e tに代表される世界規模

の 巨 大 ネ ッ ト ヮー ク とい う二つの流れが大きな加速度を持 つて動きだしている 。  I n t e r n e tに

は2000万台を越えるコンピュー タが接続され、  利用者の数は正確に把握ができないほどの速度

で拡大を続けている。  それを加速するよ うに 、  各国での情報基盤技術の整備が行なわれっつあ

る 。 さ らに 、マルチ メデ ィア技術と仮想現実技術との進展と相俟つて 、革命的と もいえる様相

を呈しているこの頃である。  このような時期に、知能映像通信研究所が出発することは誠に時

宜を得たものであ り 、  その意義は極めて大きい。

この激動の変革期にあって、  来たるべき21世紀の情報社会に恩いを巡らせたとき、  知能映像

通信研究所に期待するところもまた大きい。今求められているこ とは 、  し っかり と足が地にっ

いた基糖技術の開発とそれを支える独創的な基礎研究である。ハイ リスク 、 ハ イ リ 夕 一 ン の研

究、 2 1世紀の通信を支える基盤となる幅広い裾野を持つ研究を遂行して世界への情報の発信源

としての役割をぜひ全うして欲しい。

情報処理研究には一つのパラダイム転換が行われよ う と している 。  それはコンピュ一夕指向

から人間指向へ、 処理指向から情報指向へ、 そして形式指向から内容指向への変革である。 こ

れらの新しい流れはやがて大きく情報処理の研究全体を包み込んでいくであろう。  知能映像通

信研究所が対象とする研究課題はまさにこの流れと合致するものであり、誠に心強い。  コ ミ ュ

ニ ケー ションの本質は人間にあり、コンピュ一夕処理の世界だけで閉じるのではなく、人間を

含む系全体の中での情報の流れに目を向けた発想が不可欠であり、そしてコミュニケーション

の内容に踏み込んだ深い考察が研究の遂行において本質的な役割を演じるからである。  情報は

それ を表現す る 「 媒 体 ( メ デ ィ ア ) 」 と 「 内 容 ( コ ン テ ン ツ ) 」 か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ ま で の マ

ルチメデ ィアの議論は媒体としての メデ ィアに関するものが主流であ り 、  内容にまで踏み込ん

だ議論は少ない。 しかし、 マルチメディア技術がその重要性を発揮する真の統合メディアへと

進化するためには、  メデ ィアが担 う情報内容のコンピュ一夕による理解が不可欠である。  幸い、

これらの考えは研究計画の随所に見ることができ、  今後の研究成果が楽しみである。  情報通信

分野における 「新しいパイの創造を日指して 」精進され、  「新しい豊かなコミュニケー シ ョ ン

方法を創出 」 す る こ と に よ っ て 、  21世紀の情報通信基盤技術の確立に貢献する輝かしい成果を

上げられる こ と を心から期待するものである 。
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E新会社躍要

㈱ATR知能映像通信研究所の概要

会社設立:1995年3月28日 研 究 組 織 :  社長

研究期間:1 9 9 5年3月̃2002年2月

研究費総額:123億円

研究要員:約50名

役 員:代表取締役会長 葉原 耕平

代表取締役社長 中津 良平

企
夫正原荻

課
長
画
課

第一研究室
室長 中津 良平 ( 兼 務 )

第=研究室
室長  間演1重l 健=

第三研究室
室長  井上 誠喜

第四研究室
室長  片桐 恭弘



知能映像通信研究所の研究内容の紹介

知能映像通信研究所における新プロジェク  トでは、

従来の通信で主として用いられてきた文字・音声に

加え、  映像を中心に音や他の感覚情報を加えたマル

チ メデ ィ ア情報を駆使 した コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン手法

を確立することを目的としています。最近、マルチ

メディアに対する期待が大きい反面、  具体的な利用

法にっいてはいまだ模索の段階にとどまっているよ

う です 。  これは、マルチメディアの持つ潜在能力が

大きいゆえにそれを使いこなすこ とが困難である こ

と や 、  じ っ く り と 腰 を す え て 研究 を 行 な う こ と よ り

目前の ビ ジ ネ ス を 優先 し が ち で あ る こ と が 原因で

し ょ う 。  こ の よ う な 現 状 を 考慮す る と 、 マ ル チ メ

デ ィ  アを通信にいかに使うかに関する基礎研究を開

始する好機であると考えます。

本研究の具体的な狙いは2点あります。  日常、私

たちは音声や身振り ・手振 り 、 さ らには背景の環境

をも情報として使つたいわば全感覚的な f a c e - to -
f a c e の コ ミ ュニケー シ ョ ン を 行 な っ て い ま す 。 研

究の日的の1つは、距離が離れた場所相互でもこの

よ う な f a c e - to - f a c e に代表される自然なコ ミ ュニ
ケーシ ョ ン を実現し よ う と す る ものです 。現在の通

信では音声・文字を使つた コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン が 主

体で 、映像 ・音などの メデ ィ アの役割は補助的なも

の で あ る と い え る で し ょ う 。  こ れ ら の メ デ ィ ア の潜

在能力を引き出すことによりその可能性が開けてく

るものと思います。  これは、距離 ・時間の克服とい

う通信の究極の目標に向けた研究を行なうことを意

味します。  当然、 その成果が産業界に与えるインパ

ク ト も大 きい と期待されます 。

も う 1 つ は 、 現 実 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの限界を

超えた新 しい コ ミ ュ ニ ケー ションの形態の創出にっ

ながる技術を追及するこ とです。今後利用できるさ

ま ざ ま な メ デ ィ ア を 駆 使 す る こ と に よ り 、 従 来 な

かった新しい通信方式を作り出すことが期待されま

す。その結果、現実にはない環境を作り出したり 、

現実の環境では考えられなかった新しい通信の可能

性を開 く こ と も可能とな り ます 。従来の通信はまず

相手側の情報を正確に伝達 - 再現する こ とのみをめ
ざ し て き ま し た が 、 ゲーム や バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ

図 1  研究の狙い

の技術動向からすると、  コンピュ一夕の作 り出 した

非現実が今後私たちの生活に必然的に入ってくると

予想されます。それらを野放しにしておくのでなく 、

現時点で基礎研究を開始し、 現実を超えた新しいコ

ミ ュ ニ ケー ションの形態や、それが私たちの生活に

いかにかかわるかを検討しておく必要性が大きいと

考えます。  これは、将来のマルチメディア社会の在

り方を明らかにする とい う意義もあ り ます 。

これらを研究するためには、  原点にかえって、  コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン が どの よ う に行なわれてい るかを

考える必要があ り ます 。そ うする と 、  「 いっ 、どこ

で 、 だ れ と 」 と い う コ ミ ュ ニ ケー ションの場を設定

する こ と が重要であ る こ と がわか り ます 。次に 、設

定された場において具体的な情報のやりと りが行な

われるわけで、  それをいかに支援するかが重要にな

ります。  さ ら には 、  これらを研究する上で、人間同

士のコ ミ ュニケー シ ョ ン が どの よ う に行なわれてい

るかを理解することも重要です。  こ れ ら の こ と か ら 、

以下の 3つのサブテーマが浮かんできます。

(1) コ ミ ュ ニ ケー ション環境生成技術

(2) コ ミ ュ ニ ケー ション支援技術

(3) コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの人間科学

以下、各サブテーマの内容を簡単に説明します。

(1) コ ミ ュ ニ ケ ー シ 3 ン環境生成技術

これまでの研究も、  遠隔地間のコミュニケー シ ョ

ンを対面型に近づけるため、  通信相手の姿形・声や
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背景の映像 ・ 音を出来るだけ正確に伝送  ・ 再現する

こ と をめざしていました 。  しかし、現状の技術はま

だ十分とはいえないため、  対面型に代表される自然

な コ ミ ュ ニ ケー ションにはまだ程違い状況です。そ

のため 、 まず 、新しい メデ ィア とその利用技術を進

展 さ せ 、  遠隔地の人とあたかも膝を交えて向かい

合つ て い る か の よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン環境を再

現する、つまりできるだけ現実に近づけるための技

術の研究が必要です。 それと共に、  現実世界におけ

る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を超え るために 、従来なかっ

た新しい環境を生成することも試みます。具体的に

は、現実とは異なるが人間の感覚・感性に強く訴え

る環境の生成を試み、このよ うな超 リアルな環境に

よ っ て現実世界では不可能な新 しい コ ミ ュ ニ ケー

ションの可能性を探ります。  これらの研究を進める

ために 、  「映像環境生成」、 「音環境生成」、 「 コ

ミ ュ ニ ケー ション場生成」の研究を進めます。

映像環境生成では、 まず、 現在のA T R通信シス

テム研究所などの研究成果を活用・拡張し、全方位

型の立体環境を再現する技術を研究します。 そのた

めには、人物像や机・黒板などの生成に加え、樹木

衣服・雲などの複雑な形状を持つた物体の立体像

を生成する技術の研究を進める必要があります。

ハー ド面では全方位型立体ディスプレイ技術の研究

が必要です。また、最近CG(Compu t e r  Graph i c s )

で各種の超現実的な映像の生成が可能になってきま

したが、 こ れ ら を 積 極的に使 う こ と に よ っ て 超 リ ア

ルな映像環境を生成し、新たなコミュニケー シ ョ ン

のための環境を創出することをi且います。

音環境生成では、 これまで音響の分野で研究され

てきた3次元音場生成技術を発展させ、多数の人の

間の コ ミ ュ ニ ケー ションでもすべての人に対し相手

方の立体的な音場を正確に再現する技術の研究を行

ないます。 同時に超リアル音環境生成技術の研究を

行ないます。  コンピュ一夕を用いて制作が行なわれ

ている コンピ ュータ音楽や自然界にない音をコ ミュ

ニケー シ ョン環境として積極的に利用するこ とを検

討します。

図 2  コ ミ ュ ニ ケー ション場生成の例

コ ミ ュ ニ ケー ション場生成では、  上記の映像環境

生成技術、音環境生成技術を統合することにより、

速隔地の立体的な環境を正確に再現することを狙い

ま す 。 ま た 、 コ ミ ュ ニ ケー ションにおいて握手や手

触りなどの感覚が重要な役目を果たしていることか

ら 、  角生感覚を再現する方法を研究します。 さ ら に 、

超 リアルな映像や音を組み合わせるこ とによ り超 リ

アルな環境を生成します。 画家は、 絵筆と絵の具で

キャンバスに自分の内面を表現し私たちの感覚・感

性に強く訴える能力を持っていますが、  コンピ ュー

タと超リアル環境生成技術を用いると感覚・感性に

訴える環境を生成でき、  これまでより深いレベルの

コ ミ ュ ニ ケーションが生まれてくる可能性があります。

(2) コ ミ ュ ニ ケー ション支援技術

人間同士のコミュニケー シ ョ ンのプ ロセ ス を コ ン

ピ ュ 一 夕 が 支 援 す る こ と に よ っ て 、  コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン を促進 - 活性化し、相互理解の促進を図ろう
と す るのが コ ミ ュ ニケー ション支援技術です。人間

の コ ミ ュ ニ ケー シ ョンでは 、音声 - 文字などを用い
て主 と し て言語情報を伝達する と と も に 、表情 ・身

振 り  ・手振りなどを用いて言語の周辺情報を伝達し

ます。 こ の よ う な現実の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 支 援

する技術の研究と、  こ れ ま で に な い コ ミ ュ ニ ケー

シ ョンの方式を提案するこ とによ り現実を超えるコ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を創出 し よ う と す る研究の 2 点か

ら ァ プ ローチを進める予定です。  現 実 の コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン を支援する技術では 、  言語を用いたコ

ミ ュ ニ ケー シ ョンの支援を中心に表情 ・身振り ・手

振 り に よ る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 支 援 も 行 な う こ と

に よ り 、 対 面型 な ど に 代表 さ れ る 現実 の コ ミ ュ ニ

ケーションにおける伝達情報の内容を豊富にし、相

互 理 解 を 促 進 す る こ と を 狙 い ま す 。  こ の 技 術 を

「エー ジ ェ ン ト イ ン 夕 フ ェース」  ( 注 ) と呼びます。

他方で、音声 ・文字や表情 ・身振り ・手振りを用い

ても伝達が困難であった情報を容易に伝達する手法

の研究を行ないます。 具体的には、 人間が頭の中に

持つ て い る イ メ ー ジ - 概念を映像 ・音などの メデ ィ
アを用いるこ とによって表現し相手に伝える技術の

開発を狙います。  こ の 技 術 を 「 イ メ ー ジ コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン 」  と呼びます。 これらの研究の内容にっ

いて簡単に説明します。

まず 、エー ジェン ト イ ン夕フェ一スですが 、  こ れ

はコンピュ一夕の作り出したェー ジ ェ ン ト に コ ミ ュ

ニケーシ ョ ン の支援を させ よ う と す る も のです 。  こ

のためには、人間に似せたェー ジ ェ ン ト を 作 成 - 制
御する技術、  エー ジェン トが人間の会話を理解する



図 3  ェー ジェン  ト イ ン 夕一 フ ェー スの例

技術、 およびその結果に基づいてコ ミ ュニケー シ ョ

ンを活性化する技術、 を研究する必要があります。

これらは、  いずれもチャレンジングなテーマです。

完全なェー ジェン トを作るこ とは 、人間の知的活動
を コ ン ピ ュー タ に 行 な わせ る と い う A I に お け る 難

問であ り 、短期間に本プロジェ ク トだけで解決する

ことは困難です。  A T R音声翻訳通信研究所などの

成果を活用す る と と も に 、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の支

援 とい う 観点か ら こ の問題にチ ャ レ ン ジす る と い う

研究姿勢をとります。たとえば、専門家の議論の際、

少し違つた観点からの意見が出ると議論が活発化す

ることは私たちが日常しばしば経験することです。

また、  会議に出席出来ないとき、  代理人にこれだけ

は言つておいて欲しい とい う依頼をする こ とが よ く

あ り ま す 。  こ の よ う な 人間の機能の一部の代行に

よ っ て も コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの促進 ・活性化を図る

こ と は 可 能 で あ り 、 そ の よ う な 立 場 か ら 具 体的 な

エー ジェン トの機能実現を狙おうとするものです。

図 4  イ メ ー ジコ ミ  ュニケー シ ョ ン の例

イ メ ー ジ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンは 、  文字通り私たち

の持つ 「 イ メ ー ジ 」 を 言 語 を 介 さ ず に ダ イ レ ク ト に

映像や音などのメディアを用いて表現し 、  相手に伝

えよ う とす る ものです 。私たちも 、言葉で言い表し

に く い考え を図な ど を使つて相手に伝 え よ う と す る

こ と が あ り ます 。 ま た 、感情 ・ 色彩などは言葉では

伝達が困難である場合がよ くあ り ます 。 これに対し

音楽家や画家などのアーテ ィ  ス トは音楽  ・ 絵画など

の手段を用いてイメージ、 ・ 概念などを相手に伝える

能力に優れています。人間は本来アーテ ィ ス ト と し

ての能力を持つているわけで、  こ の よ う な能力を一

般の人に使え る よ う に し よ う と す る のが イ メ ージコ

ミ ュ ニ ケー ションの目的です。そのためには、以下

のような研究が必要です。まず、イメ ー ジを表現す

るための種々の映像・音のデータベースが必要です。

次に これ らのデ一夕と人間の持つイメ ージとの対応

関係をっける必要があ ります 。その後、任意のイ

メ ー ジに合致したデー タ を データベー スから検索す

る技術が必要です。 当然、  必要なデ一夕がすべて

データベースにあるわけではありませんから、  近い

デ一夕を検索すると と もにこれらに変形を加え、  必

要とする映像・音を生成する技術も必要です。  以上

の技術をそ ろ え る こ と に よ っ て 、 任意の イ メ ー ジ と

映像 ・言語などのメディアとの相互変換が可能とな

ります。  このよ うな技術の実現によ り現実に行なわ

れ て い る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を超えた新 しい コ ミ ュ

ニケーションの創出をめざします。

( 注 )  「エー ジェン ト 」 は 、人間の仕事の一部を代行す

る ソ フ ト ゥ ェ アの意味で 、最近良 く使われ る言葉

です。

(3) コ ミ ュ ニ ケ ーションの人間科学

上に述べたコ ミュニケー シ ョ ン環境生成 、 コ ミ ュ

ニ ケー ション支援の研究を進めるにあたっては、  人

間が コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を ど の よ う に 行 な っ て い る

かを理解することがぜひとも必要です。これを行な

う の が コ ミ ュ ニ ケー ションの人間科学です。  A T R

人間情報通信研究所では、 音声情報や視覚情報の生

成機構や統合機構の研究が進められています。 こ れ

は、 人間の認知の基本的なメカニズムの研究にあた

り ます。 これに対し本プロジェク トの位置付けは、

コ ミ ュ ニ ケー ションという人間の高次の認知過程を

研究するこ とにあたる と考えられます 。  したがって、

人間情報通信研究所との連携をとりっつ研究を進め

る こ とによ り研究の進展が図れるものと期待してい

ます。  コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの人間科学では、  「 メ

デ ィ ア ・ 感 覚 相 互 関 係 」 、  「 環 境 ・ 人 間 相 互 関

係」、 「人間相互作用」の3項目を研究する予定です。

メデ ィア ・感覚相互関係では、映像や音などのメ

ディアと人間の感覚との相互関係を明らかにするこ

と を試み ます 。本プ ロ ジ ェ ク ト では イ メ ー ジの伝達

が重要な研究テーマ に な っ て い る こ と か ら 、 映 像 ・

音と人間のイメージの関連を研究するこ とが必要で

す。種々の映像 ・音 メデ ィアを被験者に提示し 、そ
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れらが被験者に与えたイ 、メージを心理学的手法によ

り 測 定 す る こ と に よ り 、 メ デ ィ ア と イ メ ー ジの関係

を明らかにする こ と をめざし ます 。

環 境 - 人間相互関係では、コ ミュニケー シ ョ ン の
行なわれる環境が人間に及ぼす影響を明らかにしま

す。 環境と人間の相互関係は人間の行動学などの分

野で研究が行なわれてきましたが、  いずれも現実の

環境のもとでの人間の行動を観察・分析する段階に

と ど ま っ て い ま す 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 コ ミ ュ ニ

ケーション環境生成研究の項でも述べたように新し

い環境を生成する技術の実現をめざしています。 こ

の技術を使えば、パラ メ 一夕の設定により環境をい

ろ い ろ と コ ン ト ロールすることが可能なため、環境

と人間との相互関係をより詳細に明らかにすること

が 期 待 出 来 る と と も に 、 そ の 成 果 を コ ミ ュ ニ ケー

ション環境生成研究にフィ ー ドバックできます。

コミュニケーションは、本来、人間同士の相互作

用です。 しか しなが ら 、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン におけ

る人間の相互作用の原理を明らかにすることは、  こ

れまで個別の現象を対象として進められてきたもの

の、  総合的な観点からの研究は行なわれてこなかっ

た と いえ るで し ょ う 。 人間相互関係では 、 コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン環境生成研究の成果を利用して コン ト

ロールされた環境を作り出すことが出来ると と もに 、

マルチ メデ ィ ア を用いた通信 とい う範囲にコ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ンの内容を絞る こ とが出来る とい う利点を

活用す る こ と に よ り 、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン におけ る

人間の相互作用の原理を明らかにすることを試みま

す。 当然、 これ らの結果はコ ミ ュニケー シ ョ ン 環 境

生成、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支援などの工学研究に

フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る こ と が期待 され ます 。

以上述べてきた研究を遂行するために以下のよう

な運営を行なっていきたい と思つています。

まず 、先に述べた よ う に 、本プ ロジ ェ ク ト はマル

チ メデ ィ ア を用いた新 しい コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン方式

の基礎研究を行なおうとするものであり、工学的な

アプローチの他に心理学的、 社会学的なアプローチ

が必要となります。  したがって、心理学、社会学等

の人文科学の研究者との共同研究や採用などにより、

工学研究者との連携による研究を進める必要がある

と 思われます 。 ま た 、 イ メ ー ジ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

の項でも述べたよ うに 、マルチ メデ ィアを用いたコ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン と ァー トは近い関係にあるため、

アーテ ィ ス ト と の 連 携 や アー ト的手法の採用なども

考える必要があります0  このよ うな学際的な研究を

行なうためには、  積極的に国内外の他の研究機関と

の研究者交流・共同研究を進める必要があります。

さ ら には 、 A T R の既存の研究所 との連携を と る こ

と に よ り 人間の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンに関 し基本的な

メカニズムから具体的なシステム構築と評価にわた

る幅広い領域を研究する体制が整うことになるため、

コ ミュニケーション ・通信の分野の基礎研究にAT R

一体となって取 り組みたい と考えてお り ます 。

今後とも、関係各位のご支援 - ご助力をお願い中
し上げます。



1 十 1 > 2

A T R か ら 元の職場に復帰 し てはや 6 年が経 と う と  しています。  わずか 3年足らずの A T R 在職でしたが

新しい研究所の立ち上げに過ごした情熱と不安に満ちた日々を時折なっかしく思い出します。

さて、表題の数式は誤植ではありません。研究を企画し推進する上で、私はこの式の成立をねらうことが

多いのです。  お手本がない先導的研究開発では、 一 人の研究者で大きな成果を上げることが難し くなってい

ます。他セクション 、他分野、他機関、時には海外の人達と連携しながら大胆でュニー クな着想を得たり 、

厳しい批判を受けながら研究を進めていくことが大いに有効です。  そのためには、  人との交わりを大切にす

る心がますます重要になってきます。

研究とい う仕事は、連携し共同するこ とによって 1足す 1が 2以上になる可能性が大きいのです。人件費

や時開のコ ス ト だ けで計算すれば 2 に し かな ら ない よ う に見えて も 、 生 まれ る成果は 3 に も 4 に も な る相乗

的効果が期待できます。  お互いがその成果を享受し合えるマネー ジ メ ン ト も可能です 。  ただし、  それに伴な

う気遣いや思いやりが必要であり、契約等による拘東や雑務が生ずる場合が多いのも事実で、  と も す る と こ

れらの面倒から逃げるこ とだけを考えて連携プレーを回避してしま う場合もあ ります 。

21世紀を見通して、 将来の大きな成果を期待するならば、  こ の よ う な 後 ろ向 き の姿勢に な ら な い よ う に こ

こ ろ が け る こ と が 必 要 で し ょ う 。  これからは、若い研究者の方々も、周囲から共同や連携を中し込んでもら

えるだけの人間的魅力を身にっけることが必要です。  これは必ずしも研究分野での専門性を磨くことだけで

な く 、社交的素養や義理 - 人情の機微といった社会性の酒養にも関わる こ とだ と思います 。  この意味でも
A T Rは 、研究者の自己啓発の貴重な機会を与えて くれる場といえまし ょ う 。わが身を振り返ればあま り大

きな こ とはいえないのですが、  いまA T Rで過ごされている若い研究者の方々には、  この経験を是非将来に

生かしていただきたいのです。

最後に、  先般の阪神大震災で被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げます。 AT R有志のお世話で

運営されている電子 メ ール 0 B ・ 0 G ネ ッ ト ヮー クにも刻々と互いの安否を気遣うメ ール が や り と り さ れ て

います。中には、  このやりとりを見ながら「月意期がジー ン と な り ま す 」 と い う コ メ ン ト を 寄 せ て い ら っ し ゃ る

方もいます。  それぞれ出向元に復帰したり、  新しい職場に移られていても、  苦楽をともにした元同僚諸氏の

厚い友情が続いているこ とを本当にうれし く思います。  A T Rのますますの御発展を祈念いたします。



日本を懐か し く 思 う 時

(基?) A T R 1 'l1,-声器,i1,,J?通イ,,ijf究1?
第一イ1if究 -,1・. 客.1.i研究11i
H e l m u t  Lu c k e  (へルムー ト 。ル ッケ )

日本に来る前は、  日本で  “沢登り ” ができるなんて全く期待していませんでした。  日本に対してステレオ

夕イプの イ メ ー ジしか持つていなかったので 、  日本でまさか美しい水の流れと荘厳な岩に挑む野性味あふれ

た 新 し い ア ウ ト ド ァ ス ポーツにめぐ りあ う とは想像だにしませんでした 。

沢登り ” は世界のどこの国でも聞いたことはないし、  また日本人でもほとんどの人が何をするのか知ら

な い で し ょ う 。  し か し 、 私 に と っ ては “ 一日惚れ ” そ の も の で し た 。 そ れ は 究極 の ア ウ ト ド ア と い え る で

し ょ う 。 そ こ で 、  こ の “ 沢 登 り ” にっいて少しお話ししたいと思います。

日本の山に登つ たこ とのある人は誰でも 、  日本の山はとても険しく 、  様々な植物に覆われているこ とに気

付 く で し ょ う 。  もし 、人が入れる川がなかったら、道のない山を登ることは、ほとんど不可能といえます。

こ の よ う に 、 川 ( 沢 ) に 入 つて 山 を 登 る こ と を “ 沢 登 り ” といいます。水は普通一番急な斜面を流れるので、

沢登り ” はとても急な傾斜を登らなければなりません。  しかし、  川床には木や茂みはないし、  しがみっい

ても大丈夫なし っか り した岩があ ります。

しかし、  、1需れずにすむとは決して思わないでください。  例えば、  両側の岩が高すぎてっかめない時は、 荷

物を背おい、 ヘルメ ッ ト をかぶって泳がな くてはな りません 。また 、滝を登る時は、川の本流からはずれる
こ と が で きず 、 ずぶ -f需れになるこ と もあ り ます 。  しかし、それも楽しみの一つなのです 。 そ う し て 、 初めて
水と本当に親し くなれるのだともいえます。

最も重要な道具は、  靴です。 なぜなら 、  川の中の岩は二1111lで覆われていて、  と て も すべ り やす く な っ て い る

こ とが しばしばあるか らです 。 こ こで 、  “ わ ら じ ” が登場します。私は自分のサイズのわらじが見つからな

かったので、  自分で藁から手作りする方法を学び、  “沢登り ” に行く前夜には毎回わらじを編まなければな

り ませんでした  ( それ自体もとても楽しい経験です ) 。  また、  日本の職人さんがよく履いているっま先の分

かれた靴 “地下足袋” も役に立ちます。 こ の よ う な 履 物 を 履 く こ と に よ り 、  このスポーツが本当に日本的な

ものにな ります。

沢登り ” の何に こんなに惹かれるので し ょ う 。  まず、 日本のありのままの自然を最高の状態で体験でき

る こ と です 。  “沢登 り ” の途中で人に会 う こ とはめったにあ り ません 。だから 、自然があ りのままに残され

ています。  水は本来そうあるべき姿である通りに、  清らかできれいです。  次 に、 自然をいろんな感覚で体験

できるこ とです。言葉通り 、 どっぶ りっかるこ とができます。水を見、水を聞き 、首をしたたる水を感じ 、

時には水を飲むこともあります。  水が岩を流れるのに10 0 1通りもの流れ方があることを発見するかもしれま

せん。また、興味深い野生動物に遭遇することがあるかもしれません。私は、魚、蛇、鳥の他に、野生の擴

や 、猪や 、見た こ とのない種類の鹿などに出 くわ した こ とがあ り ます 。妊 ( ヒ ル ) は あ ま り気持ち良いもの

ではあ り ませんが 、彼ら と初めて出会ったのも “沢登 り ” の時でした。川の上流では、水がきれいなら、わ

さびを見つける こ と も ょ く あ り ます 。  しかし、何よりのご褒美は”沢登り ”のあとに入る温泉だと思います。

A T R の 近 く は  “沢登り ” に適した良い沢に恵まれています。  と て も数が多いので 、私のたった 3年間の

滞在では、 ほんの少しの沢しか訪れることができませんでした。今までで最高の  “沢登り ”  は 、大台ヶ原で

す。吉野の南の台高山脈にあります。周りの景色は不気味ですが、 た と え水に入らな く て も 、訪れ る価値は

十分あります。また、京都の北の山々や鈴鹿山脈にも素暗らしい沢がたくさんあります。

なぜ、世界の他の国で “沢登り ” が 知 ら れ て い な い の で し ょ う か ?  私は、 日本の特殊な地理や気候が他

のどこにも見られないよ うな風景をもたらすのではないかと考えています。  例えば、  ヨー ロ ッ パ では 、  山は

そんなに険し く ない し 、夏がそれほど暑 く も ないので 、植物 もあ ま り豊かではあ り ません 。私は ド イ ッへ

帰つた ら 、 い ろ い ろ な事 を懐か し く 思 う で し ょ う が 、 き っ と 何 よ り “ 沢 登 り ” が一番懐かし くな る と思います 。

( 訳  音声研  土本普子)
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顔と物体認識に関する A T R  シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催

( A T R  S y m p o s i u m  o n  Face  a n d  〇bject Recogn i t i o n ' 95 )

ATR人間情報通信研究所主催で「顔と物体認識シンポジウム」 を、 さる1月17日 (火 )  から20 E3 (金 )

の4日間にわたり開催しました。工学、心理学、生理学などの多様な分野から、顔や物体の視覚認識に関

する研究の第一線で活躍している研究者が100名以上参加し、 活発な議論が行われま した。

人間同士のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ  ンにおいて顔は重要なメ  ッ セー ジを伝えています。  人間が顔か ら さ ま ざ

ま な メ ッ セー ジ を読み取 る メ カ ニ ズ ムが明 らかにな り 、  こ れ を コ ン ピ ュ一夕で実現できれば、機械の存

在 を 意識 さ せ な い 、 人 に や さ し い イ ン タ フ ェ ー ス の実現に大 き く 寄与す る で し ょ う 。 そ の た め には 、 顔

を 3 次元物体 と し て 、 ま た 、視覚 ・聴覚などの融合したマルチモー ダ ル な 情 報 源 と し て と ら え る と い う

新しい視点による研究の展開が必要です。

本 シ ン ポ ジ ウ ム は こ の よ う な コ ン セ プ ト の も と で 、  3次元物体の認識モデル、顔イメ ー ジの認知モデ

ル、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お け る 顔 の マ ル チ モ ダ リ テ ィ 、 な ど を テーマに開催しました 。会議では、招

待講演者 と し て米 ・ M I T の T o m a s o  P o g g i o 教 授 、 米 ・ メ リ ー ラ ン ド大学の L a r r y  D a v i s 教授 、英 ・

ス夕一 リング大学のV i c k i  B r u c e教授ら内外の第一線の研究者12名、  ならびにA T R在籍研究者1 4名に

よる計26件の講演発表、 およびパネル討論会が行われ、  聴講参加者を交えて活発な意見交換が行われま

した。

なお、  「月、産fにおける 3次元物体の視覚認識メカニズムに関する生物学的知見」  にっいては第21回,  第

2 2 回 の A T R 科学技術セ ミ ナー と し て合同講演会 とパネル討論会を実施 し ま し た 。  ( 関連記事参照 )

T om a s o  P o g g i o教授の講演模様

L a r r y  Da v i s教授の講演模様

V i c k i  B r u c e教授の講演模様

◆主  催 ATR人間情報通信研究所、  一部は国際電気通信基礎技術研究所と共催

◆ 日  時 平成 7年 1 月 1 7 日  ( 火 ) ̃ 2 0 日  ( 金 )

◆場  所 A T R大会議室

◆ 参 加 者  招待講演者ならびにA T Rからの講演者の他、大学、有力研究機関を中心に 1 2 4名

が参加
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A T R科学技術セ  ミ ナ ーの開催状況

ATRでは、 第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演いただくATR科学技術セ

ミナーを開催しています。93年9月に人間情報科学の分野から第 1 回を開イ1l1 し、94年5月からは光電波科

学・音声言語処理技術の分野も加え、22回を数えるに至りました。 毎回多数の参加をいただき、講師との

活発な討論も行われ、 それぞれの先端分野の研究情報交流の場としての役割を果たしています。

第 2 1 回  9 5 年 1 月 1 8 日  ( 人間情報科学  第 1 6 回 )  D a v i d l , P e r r e t t ( セ ン ト ァ ン ド リ ュ ー ス大学)

脳におけ る物体認識  その 1  ; 合同講演 田 中  啓治 ( 理 化学研究所 )

l r v i ng  B i e d e r m a n ( 南 カ リ フ ォルニア大学 )

合同講演においては、  3 次元物体の認識にかかわる月lまf内の情報表現に関する:二つのアプローチ に よ  る

研 究 、 す な わ ち 英 国 セ ン ト ァ ン ド リ ュー ス大学のぺレ ット l専士および理化学研究所の田中 1l111士 に よ る 神

経生理学的なアプローチ と 、  米 国 南 カ リ フ オ ルニア大学のビー ダーマン教授によ る認知心理学的なアプ

ローチの研究のそれぞれにっいて 、  最新の実験から得られた研究成果と知見にっいて、  ご講演をいただ

き ま し た 。

B i e d erman教授のご講演 田中博士のご講演 Perrett博士のご講演

第 2 2 回  9 5 年 1 月 2 0 日  (人間情報科学 第 1 7 回 )

脳における物体認識  そ の 2  ; パネル討論会

パ ネ リ ス ト  l r v l ng  B iede rman  (南カリフォルニア大学)

Vick i  B r u c e ( ス夕一 リ ン グ 大 学 )

D a v i d l . P e r r e t t ( セ ン ト ァ ン ド リ ュー ス大学)

Toma so  P o g g l o ( M I T )

M i c h a e l T a r r ( エール大学)

モデレータ 安藤  広 志 ( A T R )

Ph i l i ppe  S c h y n s ( A T R )



認知心理学、  神経生理学、 計算理論など、  それぞれ独自の立場から、  月 111における視覚認識メ  カニズム

の 解明 に取 り 組 ん で い る 米 国南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 の ビーダーマ ン 教授 、 英国 ス 夕一 リ ン グ 大学の ブ

ルー ス 教 授 、 英 国 セ ン ト ァ ン ド リ ュー ス大学のぺレ ッ ト 博士 、米国 M I T の ポ ジオ教授 、米国エール大

学の夕一博士といった世界の第 一線の研究者をお招きして、  学界で論争の的になっている幾つかの最先

端の課題にっいてパネル討論を行なっていただ き ま し た 。  と く に物体認識におけ る 「 視点依存性 1 を 説

明 し う る 月111内表現の理論をめぐって白熱した質疑応答が繰り広げられました 。

パネル討論の模様  左から  B i e d e r m a n教授、  B rucc教授、 Per re t t博士、 Po g g i o教授、 T a r r博士

4月以降の開催予定は下記のとおりです。  今後の開催案内は電子メ ール ・ 郵使で直接関係者にお知ら

せ致しますので、  多数のご参加をお願いします。

開催のご案内

第 2 3 回  9 5 年 4 月 1 2 日  ( 音声言語処理技術  第 4 回 )

自然発話音声の韻律とその計算モデルの研究動向

「お問い合わせ先] A T R 科学技術セ ミ ナ一事務局

人間情報科学担当

音声言語処理技術担当

藤崎博也 ( 東 京 理 科大学 ) 他

F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - ma ii: m i e k o@h i p . a t r . c o. j p
F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9 , E - m a i l : s em - i t l@c t r .a t r .co . j p
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平成 7 年 3 月 2 8 日午後 3 時 よ り 、  束京経団連会館において㈱AT R知能映像通信研究所の創立総会が

開催 さ れ ま し た 。  発起人総代の松下電器産業株式会社 片平利昭氏が議長に選任され、  会社設立に必要

な議案として 、新会社設立準備会から会社設立に関する事項の報告等があり 、その後定款の承認、取締

役および監査役の選任等滞りなく終了致しま  した。

選任された役員は次の とお りです 。

平
平
己
昭
博
治
男

耕
良
仁
邦
敏
順
哲野

原
津
上
川
倉
田
佐

葉
中
村
平
栗
角
和

長
長
会
社

役
役
役
役
役
役
役

締
締
取
取
締
締
締
査
査

表
表
代
代
取
取
取
監
監 創立総会模様

引き続き祝賀会では郵政省通信政策局局長  山口意美氏、 基盤技術研究促進センタ一副理事長  林 乙
也氏、経済団体連合会相談役花村仁八郎氏よ りそれぞれご祝辞を頂きました 。

選任役員 山ロ局 長 林副理事長 花村相談役

☆電波システム開発セン夕一  第6回電波功績賞  電波システム開発セン夕一会長表彰 ( 1 9 9 5 年 2月  21日)

受 賞 対 象 受 賞 者 内 容

ミ リ 波 パー ソナル移動

通信用光 フ ァ イ バ リ ン

クの研究開発代表

A T R光電波通信研究所

光MM I Cグループ

代表  小川 英 一

パー ソナル移動通信システムにおいて、  光 フ ァ イ バ

を利用した有線系と ミ リ波を利用した無線系を融合

したシステムを考案し、  モデルシステムを構築して

ファイバによる ミ リ波無線信号伝送の有効性を実証

した。

開 催 日 名 称 場 所 問 い 合 わ せ 先

4 月 1 2 日 ( 水 ) ̃

4月 1 4日 (金 )

音員律処理技術に関するATRワー ク シ ョ  ツ プ

( A T R  i n t e r n a t i o n a l w o r k s h o p  o n  computat iona1

mode l i n g  o f  p ro sody  f o r  spon t aneous speech

p roce s s i n g )

A T R A TR音声翻訳通信研究所

a・ ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 3 0 1

4月 1 2日 (水 ) A T R 科学技術セ ミナー

一自然発話音声の韻律とその計算モデルの研究動向一

東京理科大学 藤崎博也教授  ほか

A T R 科学技術セ ミ ナ一事務局

a ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 175
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R I T E (地球環境産業技術研究機構)

山口 務専務理事にお伺いして

l「1二年秋 、  環境開題への関心か l11」ま る 中 、  学研都市て第 2 回 C 0 2 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム が 開 か れ 、  国 内 外 よ り

多数 の 一方か参加して C 0 2の 、1成少に向けての ,'義論か繰 り 広 け ら れ ま し た 。 今回は 、  こ の C 0 2 国 際 シ ン ポ ジ
ウムを:1二 f者:さ れ た R  I T Eのl11l 1 務1、1f-務El11事にお,言11をおf f, j いしました。山口 i l f.務理事は、通産省日1f代か
ら ェネ ル ギ ー ・環境」l1111策に?i - わ って こ られ 、  お言1l1ぶ り か ら 地 bM t境間題に対 し ての熱11・」、、 意 気込みか伝
わ っ て き ま し た 。  R I T Eの建物自体をェコラボとして、大l場,城r也を f基1上に配し、 また更 ・冬の f温L度調整

に役立つ _頭ift j1' を,一表置 し た り 、  あ ら ゆ る 所 に 環境開融への開いかけを1まじること力、て き ま し た 。  ま た 、
ア ト リ ウ ム 内 に は 山 l 1 、 1 f務理事のアイデアで創られた、 '  ア ー ス ウ イ ン グ ” と い う C 0 2 d.量度に応じて回中i
す る 'l l'i報1111,i1111が あ り 、 見 え な い C 0 2の增加 と い う 環 境間題か木当に身近な も の に感 じ ら れ ま す 。  お忙し
い中、研究室や胞設内を  J- ,-1 に 案 内 、 説 明 し て い た だ き ま し た 。

★ R I T E の設立経緯についてお教えく  ださい。

産業革命以降 2 0 0年間、社会は経済発展を遂げてきましたが、大量生産 ・大量消費 ・大量廃棄による

オソン層の破壊、地球の温暖化といった環境問題が目に見えてでてきました 。  そ こで 、  1980年代後半よ

り 国 際 政 治 の メ イ ン テーマ と し て地球環境問題が取 り上げ られ る よ う に な っ て き たわけです 。  日本は、

産業公害 ・都市公害を経験し、  先進国の中では改善の実績をあげており、  かっ経済的にも余力があるた

め、  地球環境問題でも大きな役割を果たすこ とが期待されています 。  こ の よ う な 中 で 、  現在世界が抱え

る最大の問題の一つである地球温暖化の防止に対し、  C 0 2固定 ・有効利用技術などの革新的な環境技

術開発を推進する中核的な研究機関として R I T E  (地球環境産業技術研究機構)  が設立されました 。

★組織についてお教え ください 。

財団法人と して運営され 、  理事会のも とに事務局と研究所から成つています。  学研都市にある本部は

事務局に加え研究企画室と5つの研究室で約10 0名、  そ の他に東京 な ど に あ る 研究 プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進

するプロジェク ト室に民間からの研究者を中心に約3 5 0名 、  合計約450名います。 本部の約100名の職員、

研究者は、  通産省や地元自治体からの出向者、  民間からの出向者のほか、  国際的に公募した人々で構成

されています 。 ま さに 、産 ・ 官 ・ 学が協力して自主研究や受託研究を進めています 。

★現在行われている主な研究をお教えく  ださい。

大 き く 分 け て 3 つ の研究分野に分かれ ます 。 ま ず 1 つ めは 、 温暖化対策 と し て の C 0 2 の回収と有効

利用の研究です。 こ れ は一番時間も費用もかかるのですが、  是非実現しなければならないものです。  化

石燃料の使用が必然的なものである以上、  C 0 2を分離回収し別の物質にして有効利用するといった c02
の削減に関しての研究を行つています。  2つめは、  環境に害を与える物に代わる代替物質の開発です。

これは 、  プ ラ スチ ッ ク の廃棄物の增大に よ る問題を減 らすために 、土壊中の微生物などに よ っ て分解 さ

れ る 新 し い プ ラ ス チ ッ ク の 開 発や 、  フロンに代わる新しい冷媒の研究があ り ます 。現在使用が認められ

て い る 第 2 世 代 フ ロ ン は オ ソ ン 層 の 破 壊への影響はな くな り ますが 、温暖化への影響はあるため、温暖
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化の影響を極力少な くする第 3世代フロンの開発が課題となっています 。  3つめは、  環境調和型の生産

技術の開発研究です。 従来の高温 ・高圧のも とでの生産プロセスは、  エネルギーの大量消費によ り環境

に大きな影響を及ぼすため常温 ・常圧にて生産できないか とい う こ と です 。  例えば、  微生物などの働き

を利用 し て化学的な合成 と同 じ よ う な物質を作 り出すバ イオ リ ァ ク タ ーの研究開発や、 未 来 の ク リ ー ン

エネルギーであ る水素を今までの電気分解によってではな く 、  微生物が太陽の働きをかりて有機物を分

解して作りだす研究開発を進めています。

☆今後の抱負についてお間かせ下さい。

設立して 5年 、当初は組織づく りや設備の導入などに苦労した点もあ りますが、最近は順調です。特

に 、  昨年秋28カ国400名の参加で行われたC0 2 の国際会議で日本の研究は質 ・量ともに充実していまし

た 。  日本は19 9 0年に地球再生計画を提唱していますが、環境対策というのは、  自分た ち だ け で な く 、 全

世界で開発される技術があらゆ る と こ ろで使われて初めて効果があがる ものです 。  そ う い う 意 味 で も 、

R I T Eは世界に開かれた地球環境対策技術の中核的機関を目指しています。  まず、  研究員は国際的に募

集採用しましたが、研究情報の交換、研究者の招聘 ・派遺などの人材交流、研究プロジェク トへの外国

の参加など国際研究交流を積極的に進めたいと思つています。  その一環と して 、  今春 ド イ ッで開かれる

ハ ノ ーバー ・ メ ッ セ に 出展参加 し 、  多角的な交流を呼びかける予定です。  環境技術に関する世界の中心

機 関 と し て ひ と り よ が り で な く 、  世界との交流によって共に歩んでいきたい と思います 。



研究成果に基づく製品販売

l制l1際,u気通信 1:i,11it技術研究所ては、 1111究成果に基づ く 製 r l,の開発、  販売に取 り 組んて い ま す。

現在販売中 も し く は販究 を 1「 : 定 している製品は、以下のとおりです。

1 . アルツハイマ一病研究支援システム

頭部運動を検出する磁気センサおよび限球運動を検出する赤外線センサにより 、  両者の複雑な動きを

検出し、  それらの演算から視線を検出します。  脳機能に関する客観的なデ一夕を 、面談などによ る主観

的な判断に よ ら ず 、 ま た 被験者に苦痛 を与 え る こ と も な く 得 る こ と が で き ま す 。

アルツハイマ一病型痴呆症などの疾患に特有な眼球の動きの分析に使用できます。

発 売 予 定 : 平 成 7 年 春

2 .  A T R  Hear ing  School

英 語 ヒ ア リ ン グ の 学 習 用 ソ フ ト ゥ ェ ア で す 。

日本人が不得意な [ r , l ] [ b , v ] [s , t h ] [ z , t h ] [ 母 音 ] 等 を聴 き取る能力を徹底強化します 。  「 R -
L オー トレッスン 」の場合、初級、中級、上級各7レベル合計2 1レベルの難易度を設定しています。ま

ず「入学試験 」を受けて開始レベルを決定し、正解率によりレベルが昇降級しながら学習を続けること

により聴き取りの能力を向上させ、最高レベル終了後の「率業試験」合格を目指します。

価 格 : 1 万 円 ( 消 費 税 込 み )

マ ツ キ ン ト ッ シ ュ 版 : 発 売 中  W i n d o w s 版 : 平 成 7 年 夏  発売予定

3 .  A T R  v -Ta l k

U N I X ワー ク ス テー シ ョ ン 用 の音声合成 ソ フ ト ゥ ェ ア で す 。

限られたデ一夕と規則を用いて 、  任意の内容の音声をよ り自然で滑らかな合成音声として出力するこ

と が で き ま す 。  客観的な選択基準により最も適切な音声単位を選択します。  合成したい音声に類似した

ものがデー タベー スに含まれている場合は、  さらに自然性が向上します。  自然性に影響の大きい韻律の
制御 にっいても 、  数量化理論、 ニ ュー ラ ル ネ ッ  ト を活用して最適化を図 つています。

価格 : 1 2 5 万 5 千円 ( 消費税別 )

4 .  デ ィ ジ タ ル 音 声 ・ 対 話 デ ータべー ス

デ ィ ジ 夕 ル音声デー タベー スは、 多数の話者による単語や文章の発声を収集したデー タベースです。
昭和62年の発売以来、 多くの大学や企業の研究所等で、  日本国内における標準的な音声デー タベー ス と

して使用されています。  こ れ ま で の A ̃ F セ ッ ト に 加 え て 、  通常の発声とともに速度や声の調子を変え

た発声を集めた 「 G セ ッ ト 」 を 平成 7 年春に発売予定です 。

対話データベー スは、日本語と英語の対応する対話テキス トを収めたバイ リ  ンガルなデー タベースです。
価 格 : デ ィ ジ 夕 ル 音 声 データベー ス 2 4万円 ̃ 6 0万円 ( 1品目あたり、消費税別 )
対話デー タベー ス 5 万 円 ( 1 品 目 あ た り 、 消 費 税 別 )

5 .  線状ア ン テ ナ開発支援 ソ フ  ト ウ ェ ア

線状アンテナの開発作業を一貫して支援するU N I X ワー ク ス テー シ ョ ン 用 ソ フ ト ゥ ェ ア で す 。

グ ラ フ ィ カ ル ューザインタフェ一スを用いた対話操作によ り ァンテナ形状の生成を容易に行い、生成

したアンテナ形状の特性解析および解析結果の図表示を行います。

アンテナの特性解析は、  任意の線状アンテナおよびダイポールアレーアンテナ等に対して、  入力 イ ン

ピーダンスやァンテナの放射パター ンをモー メ ン ト 法 、  I C T等を用いて計算します。

価 格 : 6 0万円 (消費税別 )

〔お問い合わせ〕  ㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 9 3  F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9



_a登録特許の

特公平0 5- 085919 No. 1874949

ニュー ラ ル ネ ッ ト に よ る パ ター ン認識方法および特定カテゴ リデー タ フ ィ ルタ装置

中間層を圧縮した多層ニュー ラ ル ネ ッ ト に よ り 、  パ タ ー ン認識を実現する方法である。特定のカテゴ

リ ーデー タ の み 正 し く 通 す よ う な フ ィ ル タ を 、 多 層 ニ ュー ラ ル ネ ッ ト の 学 習 に よ り 実 現 し 、 入 力 デー タ

と出力デ一夕の誤差あるいは類似度の値からパタ ー ン認識する。従来のニュー ラ ル ネ ッ ト の パ タ ー ン認

識方法では困難であった、入力デー タ が ど れ く ら い特定 カ テ ゴ リ ーに近いか と い う 距 離尺度 を得 る こ と

が で き る 。  本装置は音声認識などのパ夕一ン認識に応用できる 。

特公平0 5- 058554 No. 1851691

言語情報認識方式

文節内の付属語 ( 助詞 - 助動詞など )  は自立語 (名言司 - 動詞など )  に比べて読みが短く組合せの数が
多いので、音声認識が難しい。  そ こ で 、  文節毎に区切って自立語部分に着目し、文法情報  ( 単語の連接

の し や す さ )  と意味情報  ( 動詞と名詞の格関係 )  を利用して付属語を推定し、  認識結果の付属語候補と

比較して 、  文全体を決定するこ とを特徴とする認識方式に関する特許である 。

特公平0 6- 022285 No. 1897044

集積型光制御アレー ア ン テ ナ

本発明は、アンテナ素子と同数必要である光制御移相器系の給電回路を導波路基板に集積一体化する

こ と に よ り 、 構築の容易 さ 、 ア ン テナ全体の小型 - 軽量、簡略化および安定な特性の実現を図り、将来
の移動体または衛星への搭載を可能にした集積型光制御アレーアンテナに関する特許である 。

特公平0 5- 074245 No, 1865200

非可逆回路

逆相分配回路と同相合成回路、  も し く は同相分配回路と逆相合成回路、  および単方向性を有する回路

を組み合わせて、  3端子の非可逆回路を構成した。  この非可逆回路は磁性体を必要とせず小型となり、

集積回路にも適する。  また 、  従属接続により簡単に多段のすぐれた非可逆回路、  サーキュレ一夕の実現

が可能である 。

A T Rの取得した特許  ・ 実用新案をぜひご利用下さい。  ご希望の方は下記にお問い合わせ下さい。

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 951193 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9
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0所員往養器

平 成 7 年 1 月  4 日 よ り  3 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( 但し 、  6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 A T R 所属 氏 名 出向元等

H 7 . 1 . 41 .  g1 . 20

1 . 23

1 .  23

2 . 12 .  1

2 . 16

2 . 23

2 .  23

(国 )企画部開発室研究技術員

( 音 ) 第一研究室 客員

( 音 ) 第三研究室  客員

( 通 )知能処理研究室  客員

(通 )知能処理研究室 客員

( 音 ) 第=研究室 客員
( 音 ) 第二研究室  客 員

( 国 )  経営企画部担当部長

( 国 )経営企画部主幹員

( 国 ) 経営企画部主幹員

大久保吉徳

M i c h i e l B a c c h i a n i

潮田  明

Chr i s t a  S o m m e r e r

L a u r e n t  M i g n o n n e a u

A n d r e w  J . H u n t

Chr i s t i a n  Le l o n g

和佐野哲男

間瀬  健二

片桐 恭弘

N T T ソ フ ト

ア イ ン ト ホーへ ン大
C M U 大

フ ラ ン ク フル ト 州立大

フ ラ ン ク フル ト 州立大

シ ドニ一大

I N T

N T T

N T T

N T T

退職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R所属

H 7 .  1 .  10

1 . 26

1 . 31

2 .  21

2 . 22

2 .  22

2 .  28

2 .  28

2 .  28

2 .  28

オハイオ州立大

ア ノ、デ ィ ー ン大
I N T

I N T

N T T

N T T

N T T

N T T

東洋通信機

ス テ ィ ア リ ン グ 大

Beh z a d  D a r i u s h

I a n  C r a w

A l e x i s  Co l l omb

Z i t oun i  Fayca1

古賀  誠一

若月 温

松田  晃一

村上 仁一

山田  賢一

Ha r o l d  H i l l

( 通 )知能処理研究室

( 人 ) 第二研究室

( 音 ) 第三研究室

( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥェア研究室
( 国 ) 経 営企画部

( 光 ) 通信デバイス研究室

( 国 ) 企画部 /経営企画部

( 音 ) 第一研究室

( 光 )無線第一研究室

( 人 ) 第二研究室

( 凡例 ) ( 国 ) (株 )国際電気通信基礎技術研究所

( 通 ) ( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム研究所

( 音 )  : ( 株 ) A T R 音声翻訳通信研究所

( 人 )  : ( 株 ) A T R人間情報通信研究所

( 光 )  : ( 株 ) A T R 光電波通信研究所
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編集後記

長かった冬に耐えていた木々も芽吹き、 ようやく花の便

りが聞こえて参りました。

大震災の痛手を受けた J R山陽新車率線の開通も間近で、

復旧の力強い槌音が聞こえて来ます。 なお、 被災された

方々の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

さて、  本号はATR知能映像通信研究所の設立特集とし、

より早く皆様へお届けするため、発行を約1ヶ月早めまし

た。 これからもタイムリ ーな編集を企画したいと思います c

また、 なるべく判り易く親しみのある記事を考えてゆき

たいと存じます。 皆様のご意見、 ご感想をお待ちしており

ます。

ATR  Journal第19号 1995年4月8日発行

e発行 - 編集

e製
e定
作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

(0774)951111(大代表)

学会センタ一関西

400円(税込・送料別)
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外 前 売 要H犬 i115i1.
(平成6年10月̃ 7年2月末における学術論文・学会発表等一覧。但し、 一部前回記載漏れを含む)

A T R通信システム研究所

1 . 太田: ' ピ ソュアリゼーションによるン7トウェア自動生成支援システ4
Info -Tech' 94(94 . 10)

2 .  榎木,  高見,  小林,  太田 : ' Switching Fu 」nction
conceptualModelfor Telecommunication Service
Specification Design; ,IEEE G1obalTelecomm1」nicatio
f1 Conference1994(94. 11)
3 . 灰塚 ,  田倉, 太田:'ドfインモテルとCBRによるバイフ'リッド型要求
理解方式',電子情報通信学会 交換システi研究会(94.11)
4 . 原田 ,河原崎 ,太田 : ' UPTの7'ロタクションルールによる仕様記述
の検討',電子情報通信学会 交換システ4研究会(94.11)
5 . 高見(NTT),井上,太田:'サーピス競合における異常な状態
への遷移の検出法',情報処理学会論文誌(95. 1)
6 .  佐藤:'仕様検証における状態爆発の課題',通信 117トゥェア研
究会(94 .9 )
7.市川(NTT), 高見:'通信 11フトウェアの自動生成技術',電子情
報通信学会誌 解説B(94 .5 )
8 . 小林 ,  太田, 寺島:'A Requirement Description and
Ac(1uisition Method Based on Communication Service
Concept' ,でんし東京(95. 2)
9 .上田 ,  田倉,太田:'カラードべトリネットによる通信システiサーピス仕様
の検証方式',第14回離散事象システム研究会(94.10)
10.上田, 田倉,太田:'通信システ4サーピス仕様におけるデッドロック検
出方式',電子情報通信学会 コンカレント工学研究会(94.11)
11.上田, 田倉,太田:'通信シスァAサーピス仕様における正当性検
出と解消方式',電子情報通信学会 知能ン7トゥェア工学研究
会(94.11)
12.世良, 田倉,太田:'分散機能モfルを用いた機能配備法',,
電子情報通信学会 交換システム研究会(95. 1)
1 3 .張 , 小林,太田:'事例ベース推論に基づく通信サーピス要求獲
得手法',情報処理学会 、)7トゥェア工学研究会(95. 1)
14. 田倉 ,太田 : ' Stepwise Telecon1a1unlcation Soft l与,are
Generation from Service Specif ications in State
Transition Mode1', 1994InternationalConference
on Network Protocols(94.10)
15.田倉,太田:'Stepwise Refinement of Communications
Service Spec i f i cat ions  for Conforming to a
Funct i ona1 Mode1',電子情報通信学会英文論文誌B(94.
11)

16. 岸野:'クルーフ'紹介 AT  R通信システム研究所 知能処理
研究室',画像電子学会誌(94.10)

17. 岸野:'パーチャル・リアリティの通信への応用',平成6年電気関係
学会関西支部連合大会(94.11)
18. 岸野:'研究室紹介 ㈱ATR通信システム研究所 知能
処理研究室',システム/制御/情報(94.12)
19.岸野:'第7章 ATMに適用する符号化技術',電子情報通
信学会 広帯域ISDNとATM技術(95. 2)
20 .岸野:'第5章 VRと 1lテ'ィア統合',リアフ ィ 1(社” f f イア統合”(95.
12)
21 . 安部,吉田(美),Y.A.TIJERIN0, 岸野 : ' マルチモータ Jレ3-D形
状編集システAの実現',電子情報通信学会 とューマ ンコ ミュニケーション
研究会(94.10)
22. 吉田(和 ) ,  田中(立命館大) ,  西村(立命館大) ,  大
谷:'形状の対称性を用いた再帰的手法による能動的3次
元物体形状推定',第12回日本ロ;11ット学会学術講演会
(94.11)

23.宮里,志和,大谷,岸野:'臨場感通信による新しいコミュニ
ケ ーション空間の構築',画像電子学会研究会(94.10)

24 . A.SMITH, 北村(喜) ,  岸野:'Ef f ic ient Algorithms
for Octree Motion.', MVA' 94:IAPR Workshop on
Machine Vision Applications(94.12)
25. K.Singh, 大谷, 岸野:' RealTime C1oth Animation
Effects for VirtualSpace Teleconferencing using
Texture Morphingテクスチャーモーフインク'を用いた臨場感通信会
議のための布の実時間ア二 fーンョン効果',電子情報通信学会
画像工学研究会(94.11)

26.L.MOUBARAKl, K.Singh, 大谷,岸野 : ' Facla1 111rinkle
Animation Using Color Texture Sy n thesis and
Blend i ng' ,電子情報通信学会 画像工学研究会(95.
1)
27.P.Milgram,竹村, 内海,岸野:'Augmented Reality:A
class of displays on the rea l i ty -virtual i ty
con t i nuum ' , SPIE 1994 Con f e r e n c e  on
TeIemanipulator and Telepresence Techno1ogies (94.1
0)

28. P.Milgram, 岸野: ' A Taxonomy of Mixed Reality
V i sua1 D i splays',電子情報通信学会英文論文誌(NR特
集)(94.12)

29 .Y. A.TIJERINO, 安部, 宮里, 岸野:'What You Say Is
What Yo 種 See - Interactive Ceneration,Manipulatio
n and Modification of 3 - D Shapes Based on Verba1
Descriptions - ' ,Ar t i f i c i a l l n te11 igence  Review
Journa1(94.12)
30. Y.A.TIJERIN0 , 望月(NTT), 岸野:'Interact ive3- D
Computer Graphics Driven Through Verbal
Instructions -Previous and Current Activities al
ATR - ' , Computers&Graphics, specia1 issue on
Advanced Interaction(95.10)
31. 宮里, 岸野:' Cooperative Work Environa1ent Using
Mult i - moda1 I n te r f ace  i n  V i r t u a i  Space
Teleconferencing',2nd Workshop on Synthetic
worlds(ll)5. 1)
32. 境野(NTT),鉄谷,岸野:'回転スぺクトル法に基づく眼球運
動パターンの挙動特徴量解析',電子情報通信学会論文誌A
(94.11)

33. 桑原,鉄谷(NTT),岸野:'実物との混在表示における2
眼式立体画像の融像特性',ァレピリョン学会誌(94 . 10)
34.志和,岸野:'臨場感通信会議のための広視野立体表示',,
電子情報通信学会 画像工学研究会(95. 1)
35. 村瀬(NTT),加藤(NTT), 浅田(大阪大),佐藤(大阪大),,
顧海松(大阪大),  黄 ・瀬(大阪府立大),  川嶋(北海道
大) ,  赤松(人間),志沢(人間),  大谷, 宮島(NTT1l'ータ) .
杉本(RWCP), 藤原(ミ1ルタ) , コンピュータピ ソョンとパターン認識会議' ,,
情報処理学会 コンピュータピソョン研究会(94.11)
36 .大谷; 岸野, 寺島:'Hu m Lan Posture Estimation Based
on GA and Multiple Images for Virtua1 Space
Teleconferencing' ,  J apan - Israe1 Workshop on
Computer Vision and Visua1 Communication
CWC' 94(94. 10)
37.大谷,岸野:'Human Posture Estimation from Multiple
Images Using Genetic Algorithm' , 12th ICPR(94 . 10)

3 8 .竹村 ,北村 (喜 ) , A.CHANEZON , 岸野:'仮想現実環境に
おける物体配置タスクの一操作補助手法',ァ レピンョン学会誌
(94.10)

39. 竹村(奈良先端大), 岸野;'仮想環境の共有による協調
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作業とヒュ ーマンインタフェ一ス', 0 plus E(94.10)
40. 鉄谷 , , 木村, 岸野: ' Wide -screen autostereoscopic
d i s p l a y  system emp1oying head - pos i t i on
tracking' , 0pticalEngineering(94.11)

41. 田中(大阪大) ,  北村 (喜 ) ,  谷内田(大阪大) : '四分
木とホ'テンシャル場を用いた移動ロ1l1ットの経路計画',第12回日本
ロ1l1ット学会 学術講演会(94.11)
42. 内海, P . Milgram, 竹村 ,  岸野:'Investigation of
Errors in Perception of Stereoscopica11y
Presented Virtua10bject Locations in RealDisplay
Space ' , 38th AnnualMeeting Human Factors and
Ergonomics Society(94.10)
43. 内海, P.Milgram,竹村,岸野:'Effects of fuzziness
in Perception of Stereoscopica11y Presented
Virtua10bject Locations' , SPIE1994Conference on
Telemanipulator and Telepresence Techno1ogies(94.
10)
44. 北村 ( 喜 ) ,  竹 村 ,  N.Ahuja , 岸野: ' E f f i c i en t
Co11ision Detection Among Objects in Arbitrary
Motion Using Multiple Shape Representations' , 12t
h ICPR(94.10)
4 5 .  北 村 ( 喜 ) ,  竹 村 ( 奈 良 先 端 大 ) ,  岸 野 : ' A
Sophist icated User Interface in a Virtua1
Environment Based on the Constraints among
Faces' , 2nd. France-Japan Workshop on Synthetic
World(95. 1)
46. 野間, 岩田(筑波大): 'フtー ス:1:ィスプレイによる3次元流れ場
情報の提示手法の実現', 1994年電子情報通信学会秋季大
会(94. 9)
47. 鈴木 ,大谷 ,  岸野:' 3次元計測f ータの重要度に応じた表
情再現品質の検討',電子情報通信学会 ヒューマンコミュニケーション
研究会(95. 2)

A T R音声翻訳通信研究所

1 .  山崎:'音声翻訳通信、 夢から現実へ',市民科学大学 「け
いはんな未来塾」(94.10)
2 .  山崎:'ATR Research Act i v i t i e s  on Speech
Translation',Denshi Tukyo 選 (でんし東京)(95. 2)
3.匂坂:'日本語音声の韻律的特徴とその計算モfル' ,日本音
響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)
4 .  匂坂:'日本語音声合成の最近の進展にっいてRecent
advances in Japanese Speech Synthesis, Research''
電子情報通信学会 音声研究会(95. 1)
5 .  片 桐 : ' A  U n i f i e d  Approach to Pattern
Recognition', 1994InternationalSymposium on
ArtificialNeuralNetworks(94.12)
6 .  H.Singer , 別府, 中村 ,  匂坂: ' A Modular Speech
Recognition System Architecture',日本音響学会平成
6年度秋季研究発表会(94. 10)
7.H.Lucke:'Bayesian Belief Networks as a toolfor
stochastic parsing', Speech Communication(95. 1)
8 . H.Lucke:'Para[neter Estimation for Generalized
Markov Models for Speech Recognition' ,日本音響学会
平成6年度秋季研究発表会(94. 10)
9 .  磯谷,松永:'統計的言語モfルにおける冗長語処理の検
討',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)

10. 加藤(ATR人間), 津崎(ATR人間), 匂坂:'知覚的音韻長
補償効果の測定', 日本音響学会平成6年度秋季研究発表
会(94.10)

11. 外村, 小坂, 松永:'最大事後確率推定法を用いた移動ぺク

トル場平滑化話者適応方式' , 日本音響学会平成6年度秋季
研究発表会(94.10)
12.外村, 小坂, 松永:'最大事後確率推定法と移動べクトル場平
滑化法を統合した話者適応方式',音声研究会(94. 10)
13.岩橋(SONY),匂坂:'重み付け関数による空間のファソ一区分
化と複数の線形変換を用いた音声スぺクトル変換',日本音響
学会平成6年度秋季研究発表会(94. 10)
1 4 .小坂,松永,嵯峨山(NTT):'木構造話者クフスタリンク'を用い
た話者適応',電子情報通信学会論文誌D - 1I (95. 1)

15. 小坂,松永,倉岡(豊橋技科大):'クラスタリンク手法を用いた
不特定話者モfル作成@日本音響学会平成6年度秋季研究
発表会(94.10)
16.小坂,松永,倉岡(豊橋技科大):'話者クぅスタリンク手法を
用いた不特定話者音素モ11'ルの作成',電子情報通信学会
音声研究会(94.1)
17 .松村, 松永: '区間限定学習を用いた不定長モテ'ル作成アル 1fリ
fム',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)
l8. 村上:' 1lモリ量および計算量を削減したBaum-Welchアルコリズ4
の提案と言語モfルへの適用',日本音響学会平成6年度秋
季研究発表会(94.10)

19. 村上:' fモリ量および計算量を削減したBaum-WelchアルコリスA
の提案と言語モfルへの適用',電子情報通信学会 音声研
究会(95.2)

20. 應見, 嵯峨山(NTT):'隠れマルコ7網で表現した音素コンテキスト
依存モfルのための話者適応',電子情報通信学会論文誌D

II (94.12)
21. 渡辺,  山口 ,  片桐 : ' Pattern Recognition by
Discriminative Metric Design' ,日本音響学会平成6
年度秋季研究発表会(94. 10)
22. 門 前 ( 山 形大 ) , 清 水, H.Singer,松永:'フレーム同期型
SSS-LRによる連続音声認識手法の検討',日本音響学会平
成6年度秋季研究発表会(94.10)

23. 樋ロ,匂坂,平井,岩橋(SONY):'音声合成システムにおける
多様性の実現',平成6年電気関係学会関西支部連合大会
(94.11)
24. E.0 fuka(Leeds Univ . ( U . K . ) ) ,  H.Valbret ,,
M.Waterman(Leeds Univ . ( U . K . ) ) ,  N.Campbe11 ,,
P.Roach(Leeds Univ. (U.K.) ) : 'The Role of F0 and
Duration in Signa11ing Affect in J apanese:
Anger,Kindness and Politeness' , ICSLP' 94(94.9)
25.M.E.Beckman:'Foot and Phrase in Poetry',日本英語学
会 第12回大会(94.11)

26. W.N. Campbel1:'韻律を用いた音声合成の単位選択',日
本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94. 10)

27. 藤尾, 匂坂, 糖口:'確率文脈自由文法を用いたホ'-「位置
の予測' , 日本音響学会平成6年度秋季研究発表会
(94.10)

28. 平井,岩橋(SONY),樋ロ,旬坂:'種々の音声コーバスから自
動生成されたF0制御規則の違いにっいで , 日本音響学会
平成6年度秋季研究発表会(94. 10)
29. 飯田:'人工知能におけるスーパーコンピュ ーティンク 一言語表現の
類似性を利用する自然言語処理一',情報処理学会 「情報
処理」(95 .2 )

30. 隅田:'用例を利用した自然言語処理', 「コーパスに基づく自
然言語処理」講習会(94.10)
31. 隅田:'言語表現における類似性', AIシンホ'ンウA' 94(94.12)
32.古瀬:' Transfer-[)riven Machine Translation',AMATA-
94(94.10)
33. 山 岡 ( 三 菱 ) ,  飯田:'Method for Predicting
Utterances Using a Layered Plan Recognition Mode1
Disambiguation of Speech Recognition Candidates
by Focusing on Speaker Intentions' , Systems and
Computers in Japan Vo1.25No.4pp.74-91(94.8)
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34. 赤峯, 古瀬, 飯田: ' Integration of Example -Based
Transfer and Rule -Based Generation ' , 4th
Co r1 ference on App l i ed  Natura1 Language
Processing(94.10)
35.赤峯,古瀬,飯田:'了解性の高い日本語対話文の生成法
と対話文翻訳への適用',第5回A1シンホンウ1,' 94(94.12)

36 . 側嶋, 古瀬,  飯田:'A corpus -based1ocalcontext
a n a l y s i s  f o r  spoken d ia1ogues ' , Speech
Commmication(94.12)
37. 大井, 隅田 ,古瀬 ,  飯田, 樋ロ (電総研) : ' Rea1 -Time
Spoken Language Translation Using Associative
Processors',ANLP -94(The4th Conference on Applied
NaturalLanguage Processing)(94. 10)

3 8 .柏岡,  E.W.Black:'相互情報量を用いた単語の分類手@
「自然言語処理における学習」 シンホソウム論文集(94. 11)

39. 樋ロ (電総研 ) ,  半田(電総研) ,  古谷(電総研) ,  高
橋(電総研) ,  飯田, 隅田,  大井, 北野(CMU):'The
IXM2 Para11e1 Associative Processor for
AI ' , COMPUTER Vol.27No.11pp.53-63(94.11)
40. 脇田, H.Singer ; 匂坂:'HMMのモfル間にまたがる状態系
列を利用した誤り訂正法の検討,日本音響学会平成6年
度秋季研究発表会(94. 10)

41. 傳:'アフタクションに基づく会話体文の理解のための一般化さ
れたチャ ート@情報処理学会論文誌(94. 12)
42.傳:'西山佑司氏の「11ンタルスぺ一ス理論におけるコピュラの分析は
どこまで妥当か」 へのコM' ,  「認知科学」 誌上討論
Vo1.1No. 2pp.83-85(94.11)
43. H.Blanchon , K.H.Loken -Kim:'Towards More
Robust,Fault -Tolerent and llser -Friendly Software
I n t e g r a t i n g  N a tura1 Language Processing
Components' , 情報処理学会  音声情報処理研究会
(94. 12)
44. K.H.Loken -Kim , L.Fais , 森元:'Multimodaland
Telephone-only Dia1ogues in English and Japanese''
情報処理学会 音声言語情報処理研究会(95.2)
45. L.Fais ;'Conyersation as Co11aboration: Some
Syntactic Evidence' , Speech Communication(94. 12)
46. L. Fais , K.H.Loken -Kim:'Effects of Communicative
Mode on Spontaneous English Speech' ,電子情報通信学
会 「自然言語理解とコミュニケーション」研究会(94.10)
47. Y. -D.Park, K.H.Loken -Kim, 谷戸(KDD), L.Fais, 森
元:'Analysis of Telephone and Multimedia/Multimoda
1Conyersations in an Interpreting Experlment;
Linguistic and Paralinguistic Behaviors' , JW -
MMC' 94(94.10)
48.永田(NTT), 森元:'FIRST STEPS TOWARDS STATISTICAし
MODELING 0F DIAL0(1UE T0 PREDICT THE SPEECH ACT
TYPE 0F THE NEXT UTTERANCE' , Speech Communication
15(94.12)
49. 青野(千葉大), 石崎, 岡田(NTT), 鈴木(松下電器),,
中野(NTT), 野中(大東文化大), 他: '地図課題コーパス
(中間報告)',音声理解と対話処理研究会(94, 10)

50 . 石崎:'Analysis of Task -0riented Dia1ogues Using
Agent Conditions and Tractable MutialBeliefs' , The
1994 Joint Conference of the8th Asian Conference
on Language Informations(94. 8)

51. 竹澤:'音声言語によるコンと'ュ 一夕との対話処理',情報知識学
会二ユースレタ ー No.28pp.10-14(94.10)
52. 竹澤 : ' コ ー ヒ一7' レ ークQ&Aコ ー ナ ー 日本語 spontaneous
speechのf ー タ べースはありませんか? ' ,日本音響学会誌
Vo1.50 No. 12pp. 1033-1034(94.12)

53 .竹澤, 田代, 森元:'音声言語アー タべースを用いた自然発話の
言語現象の調査',人工知能学会 言語・音声理解と対話

処理研究会(第10回)(95. 2)
54.友清:' Ambiguity Classification and Representation' ,
電子情報通信学会 「自然言語理解とコミュニケーソョン」 研究
会(94, 10)
55. 李(東京工大) ,  竹澤 ,  H . Singer, 林 ,  田中: 'A n
Efficient Phoneme -Context -Dependent LR Table and
its Applications in Continuous Speech Recognition',
日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94. 10)
56 . 李(東京工大), 竹澤 , H . Singer , 林(工スイ ーティ㈱) , 田
中(束京工大):'A Method for Generating Phoneme -
Context -Dependent LR Tabie and its Applications
in Continuous Speech Recognition System' ,音声言語
情報処理研究会、 音声研究会、 言語処理とコミュニケーション研
究会(94 . 12)

57. 厳寺, 石崎. 森元:'対話のインタラクション構造と話題の認識',,
第104回自然言語処理研究会(94 . 11)

A T R人間情報通信研究所

1 .  東倉, 津崎, 山田: '視曉覚情報科学 一人間の認知の本

質に追る 一 第5章  音声の知覚 , 認知',ATR先端テクノロ
l11一 シリ ーフ1(94.10)
2 .  河原:'持続母音発声時の基本周波数変動に対する聴覚系
の寄与にっいで , 目本音響学会平成6年度秋季研究発表
会(94.10)
3 . 河原 : '音声コ ミュニケーションにおける聴覚的情景分析',日本音
響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)
4 .河原 : ' Toward The Compu tationalTheory of Audition' ,,
日本音響学会聴覚研究会(94 . 11)
5 . 河 原, A.S.Bregman:' 小特集「聴覚の情景分析」にあ
たっで,日本音響学会誌(94.12)
6 .  J.S.Magnuson, 山田:'The  Effects of Talker
Varibility and the Perception of American Engiish
/r/and/1/by Japanese subjects:Normalizatin or
Cr i ter ia-Se t t i ng?',日本音響学会平成6年度秋季研究
発表会(94. 10)
7 . S . E, Lively(Indiana Univ. ) , D. B.Pisoni(Indiana Univ .
) ,  山田, 東倉, 山田(大阪大):' Training J apanese
1isteners to identify Eng l i s h/ r/and/1/ . I I I .
Long - term r e t e n t i o n  of new p h o n e t i c
categories' , The Journa1of the AcousticalSociety
of America(94.10)
9 加藤,津崎:'ラウドネス変化をマーカとした時間弁別' , 日 本音
響学会平成6年度秋季研究発表会(94. 10)
10.加藤,津崎,旬坂(ATR音声):' 知覚的音韻長補償効果の
測定',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94 . 10)
11. 山田(大阪大), W.Strange (南7ロりタ大), 山田: '第2言
語学習者における音声知覚獲得過程の分析', 日本音響学
会 聴覚研究会(94.11)
12. 山田(大阪大), 山田, W.Strange(南7ロリタ大): 'アfリカ人
による日本語短母音,長母音,促音の知覚学習 一音声

知覚学習過程の分析 一 ' ,  日本心理学会第58回大会
(94.10)

13. 山田, W.Strange (南フ口リタ大), J .S. Magnuson, John. S.
Prui tt(南フロリダ大), W. D.Clarke ]1lI(南7ロリタ大):'日本
人の米語/r//1//w/音の生成と知覚; 一米国滞在経験の
影響 一 ' , 日本音響学会平成6年度秋季研究発表会
(94.10)

14 . 相川:'動的ケfストフ1)、を用いた音声認識における耐雑音声の
検討',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)

15. 津崎, 加藤:'雑音によって中断された音の主観的持続時
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間にっいで , 日本心理学会第58回大会(94, 10)
16.津崎,力ll1藤:'長母音・短母音刺激連続体における時間長
知覚に対する雑音置換効果',日本音響学会平成6年度秋
季研究発表会(94.10)

1 7 .津崎 ,加藤 ,  田中:'音響的中断による持続長錯覚につい

で ,日本音響学会聴覚研究会(94.12)
18.平山(早稲田大),河原:'音声基本周波数の揺らぎに対
する聴覚フィ ー ドバック条件の影響にっいで ,電子情報通信学
会 応用音響研究会(94, 10)
19. R.Cabeza:'ImaginalFace Priming in an Imagery
Decision Task',日本心理学会第58回大会(94.10)
20.R. Cabeza, 加藤,赤松:'顔の認知における プロトタイプの効果
Protoype effect in face recognition', IEICEヒューマンコ
ミュニケ ーション研究会(94.11)

21.加藤,尾田:'顔の主観的イ 11 一ソを決める特徴要因',日本心

理学会第58回大会(94.10)
22.加藤:'人間の顔の特徴認識',人工知能学会第5回合同研
究会'AIシンホ' 111ウム' 94”(94.12)
23 .桐田(尚細短大) ,  違藤(八戸短大) ,赤松,  深町:'表
情認識と空間周波数情報',日本心理学会第58回大会
(94.10)
24 .山ロ , 赤松:'顔における女らしさ男らしさの認知',日本
心理学会第58回大会(94. 10)
25 , 志沢: ' Reconstruction of multiple overlapping
s 進 rfaces via standard regularization techniques' ,,
ICPR' 94(94.10)
26.志沢: 'オフ'アイ カルフローからの多重運動立体視 - 2重運動の
ための線形アルコリfムの導出一',情報処理学会コンピュータピンョン研
究会(94.11)
27. 真覚(東北大), 丸山(東北大) ,赤松: '顔の個人差識
別に関する工学的類似度距離と心理的距離の比較', 日本
心理学会第58回大会(94.10)
28. 水谷:'標準正則化における滑らかさの尺度の一般化と面
復元への応用',電子情報通信学会論文誌A J77- A No. 9
pp.1284-1291(94. 9)
29 .杉本:' lleometriclnvariant of Noncoplanar Lines in
a Single View' , The12th InternationalConferences
on Pattern Recognition(94 . 10)
30 .川戸: ' Structure Recovery from Multiple Images by
Directly Estimating the Intersections i n 3 - D
Space',電子情報通信学会英文論文誌D(94.9)
31.川戸: '空間への2段階投票による3次元情報の抽出',電
子情報通信学会論文誌D- II (94.12)
32.村瀬(NTT), 志沢, 赤松:' コンピュ ータピ:/ ョンとパタ ーン認識会議
CVPR ' 9 4報告' ,情報処理学会 コンピュ ータピl1;ョン研究会
(94.11)33.川人:'運動の計算モfル' ,岩波講座「認知科学」
( 9 4 . 6 )
34 .川人,  F , Gandolfo (MIT), 五味,和田(川崎製鉄) ,宮
本 : ' Teaching by Showing for Task LevelRobot
L e a r n i n g  t h r o u g h  Movement P a t t e r n
Perception' , ICONIP' 94-Seou1(94.10)
35. 川人 : ' B i - d i r e c t i o n a l  Theory Approach to
Integration',Attention&Performance XVI(94.10)

3 6 .川人 ,  五味(NTT):'脳のなかの運動のモfル',岩波書店
「科学」Vo1.64No.11pp720-729(94.11)

37.川人:'運動の神経機構モfル' ,Brain Medica1(94, 12)
38. 川人:'視覚誘導性運動の中枢機構',第18回日本神経科学
大会 公募シン求'ンウム(94.12)
39.川人: '脳の運動学習',日本口;11ット学会誌(95.2)
40. 川人:'結び付け問題は視覚野でどのように解かれている
か' ,生体の科学(95. 2)
41. E . C . Hildreth(We11esly Co11ege&MIT), 安藤,,
R.Andersen(MIT), S.Treue (MIT):'Recovering Three-

DinensionalStructure from Motion with Surface
Reconstr uction', Vision Research(95. 1)
42. F.E.Po11ick:'Vision and Grasp.', 35th Annua1
meeting of the Psychonomics Society(94.11)
43. F.E.Pol l ick,  G.Ishimura(東京大):'The Three -
dimensionalCurvature of Unrestrained Straight -
ahead Movements . ' , 24th AnnualMeeting of the
Society for Neuroscience (94.11)

44. P. J.Giblin(リバ7'ール大, F.E.Po11ick, J.E.Rycroft(リパ1lール
大):' Recovery of an Unknown axis of rotation fro[n
the Profiles of a rotating surface' , Journa1of the
OpticalSociety of America,A (94 .7 )
45 . S.Treue (MIT ) ,  R.Andersen (MIT) ,  安 藤 ,,
E.C.Hildreth(Wellesley Co11ege&MIT):' Structure
from Motion:PerceptualEvidence for Surface
Interpolation' , Vision Research(95. 1)

46. 安藤:'視覚情報の脳内表現一計算論的神経科学の新展開
- ' ,生物物理(94, 10)

4 7 .安藤,鈴木: ' 8次元物体認識の計算機構',日本心理学会
第58回大会(94.10)
48 .安藤,鈴木: ' VisualRepresentations for Classifying
3D Objects' , 24th AnnualMeeting Society for
Neuroscience(94.11)

49. 安藤:'表面の知覚と情報表現',テレピ ,11ョン学会誌:画像情報
工学と放送技術(94.12)
50. 安藤:'3次元復元および物体認識の計算理論と脳内表
現',対話研究会(94.12)
51.宇野,今水,五味,川人:'腕の運動軌道を計画するため
に用いられる座標系' ,第9回生体生理工学シン ,11 l11 クム
(94. 11)
52. 字野 , 川西(東京大) ,  管田(東京大) ,  鈴木(東京
大) : ' Iterative controlfor a multi - joint arm and
1earning of an inverse-dynamics mode1', Syste[ns
and Computers in Japan(94, 12)
53. 宇野,今フ1、( ,五味(NTT),川人:'変更された環境下での
運動軌道の計画',第6回自律分散システ1,シン示リウi(95. 1)
54 .永岡 (神戸製鋼) ,今村 (神戸製鋼) ,  五味, 川人:'人
腕運動計測装置の開発',第9回生体生理工学シンホ':/ ウム
(94.11)

55.宮本,五味(NTT),川人:'最適化原理に基づく見まねに
よるけん玉学習ロホeッド,電子情報通信学会 二ユ ーロコンピューティン
ク研究会(95. 2)
56.五味,川人:'生体運動制御系における内部モfルを利用し
た運動司令の生成',第4回インテリソェントシステーホ':/ウム(94.10)
57.五味,川人:'運動中に変化する腕の機械インピータンス',第9

回生体生理工学シンホ'l11ウム(94.11)
58. 五味(NTT),宮本,川人:' fモンストレーション学習による技の獲
得 一けんだま学習ail ツ トー',第6回自律分散システムシン;11:/ ウL
(95. 1)

59. 五味(NTT),川人:' 水平面における非拘束多関節運動中
の人腕機械インピータンス',電子情報通信学会技術研究報告
( 9 5 . 2 )
60.今水, 宇野,川人:'関節角変換における運動学習と軌道
計画',日本心理学会第58回大会(94.10)
61 .今水,字野, 川人:'LEARNINC AND TRAJECTORY PLANNING
IN KINEMATIC ALTERATION 0F JOINT ANGLES' , 24th
AnnualMeeting Society for Neuroscience(94.11)
62.今水,宇野,川人:'到達運動における身体座標内部表現
の適応',第9回生体生理工学シン;11' 、リウム(94.11)
63. 西井(東京大),  宇野, 鈴木(東京大):'Mathematica1
Models for the Swimming Pattern of a Lamprey II :
Controlof the CentralPatter n Generator by the
Brainstem',Bio1ogica1 Cybernetics (94. 11)
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64. 西井(東京大),  宇野, 鈴木(東京大):'Mathemat ica1
Models for the Swimming Pattern of a Lamprey I :
Analysls of Co ] 1ective Osc111ators with Time -
Delayed Interaction and M選1tiple Coupling', Bio1ogi
calCybernetics (94.11)
65. 西井(東京大), 宇野,鈴木(東京大):'Mode11ing of
Movement of the  しamprey :Con t ro l  of
O s c i l l a t o r s ' , Neuroscience and Behaviora1
Reviews(94.12)
6 6 .早川 ,西田 ,和田 ,川人 :'A ComputationalModelfor
Shape Estimation by Integration of Shding and
Edge Information ' , NeuralNetworks Vo1.7No. 8
pp.1193-1209(94.10)
67. 早川:' Photometric stereo underlight source of
arbitrary motion' , Journa1of the OpticalSociety
of America , A(94. 11)
68.早川,和田,川人:'画像生成過程の順モテ'ル・近似逆モfル
に基づく非線形視覚問題の一解決',電子情報通信学会論
文誌(94.12)
69. 大須,字野,川人: '腕の2点間の運動における軌道計
画',日本心理学会第58回大会(94.10)

7 0 .大須,  宇野,小池,川人:'Examinations of Possible
Explanations for Trajectory Curvature in Multi -
Joint Arm Movements. ' , 24th AnnualMeeting Society
for Neuroscience(94.11)

7 1 .大須 ,宇野, 小池(トョタ自動車),川人:'腕の多関節運動
において軌道が曲がる理由についで,第9回生体生理工
学シンホ';1ウA(94.11)
72. 竹村(筑波大) ,  河野(電総研) ,  設楽(電総研) ,  井
上(筑波大), 五味, 川人:'線形回帰モfルによる追従眼
球運動時の二ユ一口ン活動の解析',第9回生体生理工学シン;11ソ
ウム(94 . 11)
73.渡辺, F.E.Po1lick,川人:'陰影画像における局所表面
方向のホインティンク'評定',日本心理学会第58回大会(94.10)
74. Chao -Min Wu, R.Wilhelms(MIT):'Tongue Structura1
Mode1: Integrat i n g MRI data and anatomica1
structure into a f i n i te  element mode1of the
tongue' , T h e 128 t h  Meeting of the Acoustica1
Society of America(94.11)
75.D.0stry(McG1lUniv. ) ,  E.V-Bateson:' Jaw Motions in
speech are controlled in(atleast)three degrees of
freedom' , ICSしP'94(94. 9)
76.  D.Ra i n t on : 'M in i ln um error so 11 nd source
localization' , 128th Meeting of the Aco 種 stica1
Society of America(94.11)
77. D.Rainton:' A Minimum error generalised cross
corre lator ' , Aco 種 s t i c s , Speech and Signa1
Processing ICASSP -95(95.5)
78.E.V. -Bateson, Inge -Marie Eigst i ,矢野:' Contrasts
i n l i s t e ne r  eye movements during audiovisua1
perception with stimuli differing in size' , 日
本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)
79. J . l)ang, 本多, 鈴木(静岡大):'Morpho1ogicaland
acoustica1 ana lys i s  of the nasa1 and the
paranasalcavities.',The Journa1of the Acoustica1
Society of America(94.10)

80. K.Munha1l , M.Tiede, E.V. -Bateson:'Looking a t l i p s :
Methods f o r  ext ract ing  f a c i a l  movement
parame t ers',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会
(94.10)
81. 河野(束京医大),  栗田(金沢工大), 本多, 垣田(金
沢工大):'母音口形図形の知覚', 「音声言語医学」(95.
1)

82. 正木, 本多:'日本語発話における企画単位の推定',日本
音響学会平成6年度秋季研究発表会(94. 10)

83. 覚, 本多:'音響管内音圧と放射音圧による音響管の伝達
特性の測定方法の検討',目本音響学会平成6年度秋季研
究発表会(94.10)
84.本多,草川(ATR- I):'発話器官の形態と母音の成立' , 第
48回日本人類学会・日本民族学会連合大会(94.10)

85. 本多:'音声生成機構と知覚機構との関係',生理学研究所
研究会(94.12)

86.矢野:'立体テレピの視覚特性',電子情報通信学会 研究会
(94. 12)
87. 松井, 坂上(東芝),  堀口(東芝) ,  大頭 (早大 ) : '眼
の焦点調節機構の画像依存特性',テレピソョン学会 視聴覚技
術研究会(95.2)

88. 須佐見:'剛体・弾性刺激による奥行き運動の知覚',日本
心理学会第58回大会発表論文集p547(94.10)
89. 袋谷(富山大) ,  張 (富山大 ) ,  五味 (富山大 ) ,  大
塚:'とラfの色覚の網膜内神経機構 Neuralmechanisms
of co1or vision in the retina of the Japanese
f1ounder', MEとパイオサイバネティクス研究会(MBE)(94. 5)

90. 大塚, 矢野:'立体画像の知覚ひずみとPoggendorff錯視
The Phenomenon Causing the Poggendorff I11usion
Compensates GeometricalError in Reconstructed2D
Image from Stereopsis',テレピ11ョン学会 視聴覚技術研究
会/画像処理・CV研究会( 1114.10)
91 .大塚,矢野:'遮蔽条件下での視方向の知覚' ,日本視覚学
会1995冬季研究会(95. 1)
9 2 .尾島,矢野: ' Evaluation of 2D and3D i lnages using
eye movement,head movement , and body sway' , I S &
T/SPIE Symposium on Electronic Imaging:Science&
Techno1ogy(95.2)

93. 下原:'脳コミュニケーションの進化 一進化システ11としての人工脳
を目指して一 ' ,  「人工生命とは何か̃神の手に追る」
( 9 4 . 9 )

94. 下原: ' ロ;11ット集団における生物的コミュニケーションと協調動作
̃人工生命の視点から̃' ;日本ロ,11ット学会誌(94 . 9)
95. J .Vaar io: ' Fro [n Evolutionary Computation to
ComputationalEvolution' , Informatica(94. 12)
96. Sung -Bae Cho:'Exp1oiting Modularity in Neural
Networks' , PSYCOLOQUY(Electronic Journal)(94.10)
97 . Sung-Bae Cho , 下原: ' Toward Evolvable Mode1of
Modularized NeuralNetworks',Japan NeuralNetwork
Society' 94(94.11)

98. T.Ray:'DigitalBiodiversity' ,BI0 Japan'94, Internat
ionalConference on Biotechno1ogy(94.12)

99. 石井:'最適化間題を解くホッフ'フィ ールドモfルの設計',神経回路
学会全国大会(JNNS' 94)(94.11)

100. 足立, 佐藤:'金管楽器における唇振動状態遷移のシミュレー
ション',日本音響学会平成6年度秋季研究発表会(94.10)

101. 足立 , 佐藤:'Brass sound simulation with a l i p
v i b r a t i on  model hav ing two degrees of ,,
freedom' , 128th Meeting AcousticalSociety of
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of Applied Physics (l1)4.12)
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Structures Grown on GaAs(111)A Substrates Using
Controlled Al1 -Silicon Doping',Japanese Journa1
of Applied Physics Letters(95. 2)

61 . 奈良(岡山大), P . DAVIS:'カオスと知的情報処理̃カオス
は本当に役に立つの̃' ,  「カオスと知的情報処理」 ソヤ ストシス
テ用(94 . 10)
6 2 .平井 ,大西 ,藤田 ,渡辺 : ' GaAs(111)A面上Si;1:ルタド 一7'GaAs
層における熱安定性の基板オフ角度依存性',電気学会電子
材料研究会pp. 33-42(94 . 10)
63 .平井, 大 西 , 藤 田 , 渡 辺 : ' Substrate misorientation
dependence of thermalstability of Si atom in Si
atomiclayer doped GaAs on GaAs (111)A' , Applied
Surface Science(94.12)
64 . 平野(NTT),  新上 , 金子(NTT), 村田 ( 東大 ) :

Observation of Superlubricity by using Scanning
Tunneling Microscope Method ' , 41 Nationa1
Symposium of the American Vacuum Society(AVS)
(94. 10)

65 . 劉 (大阪大 ) ,西本 (阪大 ,  下村 (阪大 ,蒲生 (阪大 ) ,,
邑瀬 (阪大 ) ,  佐野 (関学大 ) ,  安立(日新電機) ,  藤
田/渡辺 , 金本/井須(三菱電気) ,  冷水 (大阪大 ) :
Highly Uniform GaAs/A I As Quantum Wires Grown on
[001]Ridges of GaAs(100)Patterned Substrate s
by Molecular Beam Epitaxy',Japanese Journa1of
Applied Physics(94.12)

66. 會 田 , P. DAVIS:' 0sci1lation Mmode Sselection Using
Bifurcation of Chaotic Mode Transitions in aL
Nonlinear Ring Resonator', IEEE Trans. on Quantum
Electron ics(94.12)

A T R自動翻訳電話研究所

永井 , 北 , 花沢 , 川端, 鹿 野, 森 元 , 嵯 峨 山 , 樽 松 , 鈴

木(三菱電機) ,  着崎(三菱電機) ,  中島(三菱電機)

:'HMMと一般化しR構文解析を用いた実時間大語彙-連続音
声認識装置の実現,日本音響学会学会誌Vo1.50 No . C
pp.723-729(94. 9)
菊井:'A SEMANTIC HEAD-DRIVEN GENERATION SYSTEM FOR
FEATURE STRUCTURE TREE-ADJOININ(1 (1RAMMARS' , Comput
ationa1 Inte11igence(94. 11)
江原, 森元:' Contents and Structure of the ATR
BilingualDatabase of Spoken Dia1ogue' , Reserch in
Hualanities Computing3(94.12)
岩橋,匂坂: ' Speech Segment Network Approach for an
O p t ima1  S y n t h e s i s  Un i t  Se t ' , SPEECH
C0&muNICATION(95.2)

A T R視聴覚機構研究所

1 .  E.McDermott,片桐:'Prototype - based Generalized
Probabilistic Descent/Minimum Classification Error
Training for Various Speech Units ' , Computer
Speech&Language(94.10)
2 .  早川 ,  西田(NTT), 和田 ( 人間 ) ,  川人 (人間 ) : ' A
Computationa1 Mode1 for Shape Estimation by
Integration of Shading and Edge Informatioa' , Neur
alNetworks Vo1.7No. 8pp.1193-1209(94.10)
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〇テクニカルレポー トの公開

A T Rグループでは、 社内研究資料と してテクニカルレポー トを作成しておりますが、 下記のレポー トに

つきま しては、 有料にて公開しておりますのでご紹介します。(*は英文レポー トを示す)

なお、 レポー トに関するご質問、 ならびにご希望がございましたら下記の各研究所窓ロへお問い合わせ下さい。

A T R通信システム研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 「EL(0774)951211

No タ イ ト ル

出版業におけるレイアウトに関する専門知識
の調査
Symbolics用日本語入力フロントェンド ・キ
ーボー ドェ ミ ュレ一夕一「 J O K E R 」
要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の
一部についてのA R Tによる実現
J O K E Rシステム  Symbolics側ソフトゥ
ェア解説書
SymboIics用 日本語ター ミナル・エミュレ
一夕

Symbolics用 d v i ファイル  プレビュアー
システム

PV-WAVE拡張プロ 、ンジャ ーマニュアル
通信ン7トゥェアの非手続的手法と解析手法の研究
通信ソフトゥェアの自動作成実験
C Gによる枝ぶり生成法
Software Design and its Automation Fina1
Report( 本 )
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
STR(State  Transition Rule)記述仕様書
State Transition Rule(STR)Description( 本 )
視線検出装置とマウス を併用する指示入力法の
評価

No

C -79
C -85
C-88
C -91

C-92

C-93

夕 イ ト ル

C -16

C-27

C-48

C-50

C -51

C -52

C -58
C -65
C -66
C-67
C-69

C-70

C-73
C -74
C-78

通信サーピスにおける要求の理解
設計知識の構造化と活用
通信サーピス仕様から通信ン7トゥ:Lアを生成する手法

オフ'l11工クト指向f一タべースのアクセス制御機構とセキュ 11アイ設
計支援手法
パー、1ナル・コンストラクト・心理実験にもとづく自動車記
述のための概念検出可能性に関する研究
What You Say IsWhat You See
- Interactive Generation, Manipulation
and Modfication of 3-D Shapes Based on
VerbalDescriptions-
Percep tualKinematics:Vision-based
Contro1of Robot Manipulators
設計知識の構造化と活用一設計知識の再活用一
ドfインモ1l'ルを利用した通信サーピス仕様生成手法
空間多重フィルタリンクに基づく3次元曲面の特徴
計測とその一般化
Towards the Realization of Rea1-Time
Co11ision Detection
通信サ一 1.ス仕様におけるサ一 1_ス競合の自動検出法
Screening services simulation
3 D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得
方法

C -99

C -100
C -101
C-102

C-103

C-104
C -105
C -106

A T  R音声翻訳通信研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL(0774)951301

Na タ イ ト ル No タ イ ト ル

IT-09

IT-29

IT-35

音声デー タベースにおける日本語形態素解析
マニュアル

マルチモーダル・シュミレータEMM Iを用
いた道案内データベースのテキスト
Multi -1eveltiming in speech

IT-53

IT-37

IT-77

音声言語f ー タべースにおける日本語形態素マニュアル
の補遺
French S 種 rface Form Generation in
Transfer -Driven Machine Translation
A Unified Approach to Pattern Recognition

A T R人間情報通信研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL(0774)951011

No

H-01

タ イ ト ル

N0.

夕 イ ト ル

A NeuralNetwork Modelfor Arm Trajectorl
Formation Using Forward and Inverse
Dynamics Models( 本 )
Supervised l_,earning for Coordinative
Motor Contro1(本)
A New Information Criterion Combined

with Cross-Validation Method to Estimate
Generalization Capability( 本 )
2回逆投影法による複数画像からの3次元情
報の抽出
From EMG to Sound Patterns of
Vowels:Software

H-04

H -05
H-02

H-03
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N0.

タ イ ト ル No タ イ ト ル

H-06 Word Recognition Using Auditory Mode1
Front -end Incorporating Spectro-Tempora1
Masking
Speaker - Independent Speech Recognition
Using an Auditory ModelFront End that
incorporates the Spectro-Tempora1
Masking Effect
Implementation of Feature Tracking and
Factorization Algorithm for Shape and
Motion Recovery from Image Streams
変換聴覚フィ ー ドバックの基礎検討 一非定常ピッチ
変換による発声ピッチの変動にっいて一
Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating
Time-Frequency Masking and Its
Application to Speech Recognition
DynamicalContro1of Cluster Boundaries
by Changing the State Space Structure of
an Associative Memory Mode1
Osci1latory NeuralNetwork and Learning
of Continuously Transformed Patterns
Switching the Vector Field According to
the Input of an Osci11atory Neura1
Network
NumericalBifurcation Analysis of an
Osci1latory NeuralNetwork with
Synchronous/Asynchronous Connections
両眼立体視におけるトフンスべアレンシーの計算理論と
2重視差の一撃計算モfル
Time-domain comb f i l ter ing for speech
separation
Context -Driven Retrievaland Saliency of
FacialFeatures
From EMG to formant patterns of vowels:
the implication of vowelsystems and
spaces
Indirect Measurement of Feature Saliency
in Face Processing
The production of 1ow tones in English
intonation
Reconstructing the VocalTract During
VowelProduction using Magnetic Resonanc l
Images
変換聴覚フィ ー ドバック における機能局在の研究
標準正則化理論の多価関数への拡張 ( 1 )
一超並列緩和計算によるなめらかな多重表面
の復元一

最適化原理に基づく運動パター ンの生成と
認識に関する研究
DTWに基づく音声認識アル:fリズAと統計的参照バタ
ーン設計法

Morpho1ogicaland acousticalanalysis of
the nasaland the paranasalcavities.
A Theory for Cursive Handwriting Based o l
the Minimization Principle
A ComputationalTheory for Movement Patt
ern Recognition Based on OptimalMove[nen1
Pattern Generation
Art i f ic ia lL i fe  Primer

H-34

H-35
H-36

Projective Invariant of Lines on Adjacent
Planar Regions in a Single View
音声情報処理への二ユ ーラルネットヮークの応用
Junctions Analysis on the Projected Imag
e of 3D Objects̃Detecting Y-and arrow-
Junctions from LocalImage Derivatives̃
Multi -Valued Standard Regularization The
ory(1):C1obalReconstruction of M111ltiple
Transparent Surfaces via Massivery
ParallelRelaxation Algorithms
標準正則化における滑らかさの尺度の一般化
と面復元への応用
標準正則化理論の多価関数への拡張(2)
一多価正則化ネットヮークとその学習アルコリズ1,-
Methods for modeling of soft - tissue
speech articulators
An analysis of the dimensionality of jaw
motion in speech
Principles of Systemic Contro1:The
implications of dualcontrol in natura1
systems for the design of arti f icia1
systems
PhysicalModels for Edge Finding Snakes
Multi -Valued Standard Regularization The ・
ory(2):Regularization Networks and Learn
ing Algorithms for Approximating Multi -
Valued Functions
Geometric Invariant of Noncoplanar Lines
in a Single View
ニュ ーロン系のエネルf一最小化による最適解探索に
関する研究

Estimation of Dynamic Joint Torques and
Trajectory Formation from SurfaceEMC
signals Using a NeuralNetwork Mode1
進化システiを用いた遺伝子のコーf インク領域予測シス
テムの開発

Evolutionaly System for the Computer
Screening of the Coding Regions of Human
Genome
シミュレーテッド ,ア二一リンク法を用いた配送計画支援シス
テ4

中枢神経系における運動の適応・学習1カニズ4モ
1l'ルに関する研究
大規模非線形計画問題に対する逐次線形化法
CAM-Brainシミュレータの高速化 ー プロクフムの改良
とCM-5への移植一
A Minimum Error Approach to Spotting-
Based Speech Recognition
3次元物体投影像における一撃的交差形状解
析法

The Perception of Concurrent Vowels:Peri
odic and Aperiodic Vowels
発振ニユ ーラルネットの遊走的な出力軌道の性質変化

に関する実験的解析

一般回帰による正則化理論の多価関数への拡
張と線過程を用いない不連続関数再構成アルコリ
fA

H-07

H-37
H-08

H-09

H-10

H-38

H-39

H-41

H-42

H-43

H-11

H-12

H-13

H-44
H-45H-14

H-15

H-16

H-19

H-20

H-46

H-47

H-48

H-49

H-50
H-22

H-23

H-25 H-51

H-52

H-54
H -58

H -59

H -60

H-62

H-63

H-26
H -27

H-28

H-29

H-30

H-31

H-32
H-65

H-33
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No 夕 イ ト ル No 夕 イ ト ル

in Prosodic Organization
2次計画間題に対する主双対内点法とその数
値実験
筋電位に基づく調音運動開始時点の測定
一発話潜時との比較一
A new method for measuring vocaltract
transmission characteristics
Telephone Band Conversion of Studio
Quality Audio Data
Temporalconstraints on the perception
of the McGurk effect.
FunctionalData Analyses of Lip Motion
物体の運動と形状の3次元復元と操作のため
の体系的計算理論
X- ray f i lm database for speech research
一般化線形モfル による発火頻度解析
Analysis of NeuralFiring Frequency by a
Generalized Linear Mode1
Proceeding of the ATR workshop on ” A
BiologicalFramework for Speech Perceo -
tion and Production
Why the1/3Power Law of [)rawing and
Planar Motion Perception?
An Evolutionary Approach to Program
Transformation and Synthesis
Applying Energy Minimization Splines To
X-Ray VocalTract Images
Sound Localization in the Horizonta1
Pla r1e :A Bi nauralApproach
視覚運動学習を可能にする中枢神経機構
一人間の到達運動から推定する座標系とその

表現一

H-66

H -67

H-68

The Effects of Complex Extraneous Sounds
on a VowelContinuum.
最小キーワー ド 列分類誤りのための新しいスホッタ設
計法
Unidirectionalversus Bi -directiona1
Theory for Trajectory Planning and
Contro1
Examinations of Possil1l le Explanations for
Trajectory Curvature in Multi - Joint Arm
Movements
Object Recognition by Combining Parapers
pective Images
VisualField Effects in MentalRotations
大規模2 次計画間題に対する内点法とその数
値計算にっいて 一逐次線形の部分問題への
適用を目指して一
Tine-domain simulation of sound produc-
tion in the brass instrument
A new discriminant generalised cross
correlator
The Asynchronous MFT Equation Converges
Faster Than the Hopfield Network
並列計算機CM-5を用いた逐次線形化法に対す
る数値実験
Exemplar -based and Norm- based Models of
Face Recognition
Nonparametric Regression for Learning
Auditory SignalProcessing for the Seg-
regation of Speech from Interfering Soun
ds:A ComputationalInvestigation of
SpatialLocation and Periodicity Cues
The syllables, InternalStructure and Role

H-105

H-107

H-108

H-109

H-112

H-113
H-115

H-116
H-118

H -69

H-72

H-73
H-77

H-81

H-84

H-89

H-90

H-95

H-98
H-101

H-121

H-122

H-126

H-127

H-128

H-129

H-103

A T R光電波通信研究所 0619-02 京都府相楽郡精華町光台 lfEL(0774)951511

No タ イ ト ル Na タ イ ト ル

0-02

0-03
0 -04

0 -07

0-09

0-10
0-11

0-12
0 -13

0-14
0-15

0-16

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、 通信

方式に関する調査報告書
偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算

S i選択ドープG a A s / A I G a A s量子
井戸構造の発光応答
TOWARDS EXPERIMENTS IN FUNCTIONAL OPTICAL
CHAOS
有機高分子の非線形光学効果に関する調査
選択ドープ量子井戸のサブバンド構造とサブ
バンド間吸収の解析
Tera Hertz Coherent Radar
Electronic structures of GaAs/A I As super
1attices( 本 )
トランスホ'リァセチレン・ 11リトン付近の振動モードの研究( 本 )
非線形動力学の立場から見た神経回路網とそ
の情報処理機能
「非線形動力学のApplicabili tyワークショッ 1f 」
報告

0-17

0-18

0-21

多重伝搬路内におけるアンァナ特性の解析と

多重波干渉除去技術への応用
リミットサイクルを詰め込んだ、非対称な結
合行列を持つ、 神経回路網の記憶想起特性
G a A s / A I G a A sおよび I  n G a A s
/ A I G a A s量子井戸構造におけるサブバ
ンド間;1豊移
S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析
光衛星通信実験用光変復調器の構成と特性
成層圏無線中継航空機を用いた
宇宙光通信実験
G a A s ( 1 1 1 ) M B E 成 長 と S  iドー ピンク
高濃度S i ドープG a A sのラマン散乱と量
子井戸サブバンド間吸収の外部光制御
G a A s表面・界面の制御
マイクロ波帯移動通信のためのアンァナ・給電系
ハードゥェアの検討
多重波伝搬特性と等化方式の研究
スロット結合マイクロストリップアンテナ
ァフへルッ・イf ーソンク・レータ

0-22
0-24
0-25

0-26
0-27

0-29
0-33

0-34
0-35
0-36
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No 夕 イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

0-37 Superreso1 種 tion of Multipath Delay Pro -
f i les  Measured by PN Correlation Method
and Its Application to Indoor
Propagation Analyses( 本 )
BER Performance of Anti -Multipath Modula
tion Scheme PSK -VP and its Optimum Phase
-Waveform( 本 )
In-Room Transmission BER Performance of
Anti -Multipath Modulation PSK-VP( 本 )
偏光変調/コヒー レント検波方式に関する実
験的検討

光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射
特性
A T R光電波通信研究所の5年間の歩み
MM I Cの超小型化・高機能化技術の研究
1991年度田I C研究成果報告
Mode11ing of S1ot Coupled, Circular
Microstrip Patch Antenna Elements

0 -46

0-47
0-48

0 -49
0-50
0 -52

0-56
0-60
0-63
0-64
0-65
0 -67

0-73
0-77

移動体衛星通信用DBFアンテナ信号処理部の構成
とその特性
MM I C回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライ

メント誤差の影響
4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システ
ElectricalContacts on(111)A GaAs
ワニエ・シュタルク局在現象を利用した自己電気光学
効果素子
MMI C非線形fバイス回路の研究
移動体衛星通信用アクティプアレーアンテナの研究
ピ一4スペースCMAアタアチィプアレー
室内における多重波伝搬特性の研究
ニュ ーラル,l1 ットヮ ー ク を用いた適応等化器の研究
スロット結合型円形マイクロストリッ fアンチナ の端子間相互
結合特性

ピーi, 伝搬法によるステッf型光導波路の解析
フェ ーズドアレーアンテナの適応制御に関する研究

0-38

0-39

0-40

0-41

0-42
043
0-44
0-45

AT  R自動翻訳電話研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 「EL(0774)951111

No タ イ ト ル No タ イ ト ル

I -01
I -02
I -03

I -05
I -06
I -07
I -08
I -09

I -10

I -11

I -12

I -13

I -14

自動翻訳電話の基礎研究( 本 )
通訳を介した電話会話の特徴分析
多層音韻ラベルをもっ日本語音声デー タべ一
ス
連続音声認識

時間遅れ神経回路網による音韻認識(本)

通訳を介した電話会話収集デー タ
日本語品詞の分類
簡易検索言語を持つ音声データベース管理シ
ステム

Research Activities of Speech Processing
Department
対話型操作環境をヮークベンチごとに設定で
きるメニューシステムの作成
音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジ
ュール群の作成
Voice Conversion by Analysis-Synthesis
Method
Ceneralizing Unification in Semantic
Networks toward NaturalLang llage Under -
standing
A [)escription of English Dia1ogues by
StructuralCorrespondence Specification
Language:SCSL
電話対話と端末間対話の比較( 本 )
自然言語対話理解ワー クショップ講演要録
(1987.12.27-28)( 本 )
Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破
裂音の識別
音声データベース構築のための視察による音
韻ラべ リング
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Departmant

I -23

1 -24

I -25

I -26
I -27

I -28
I -29
I -30

I -31
I -32

I -33

I -34

I -35

I -36
I -38

I -39
I -41

I -42
I -43

I -44

Quality Contro1of Speech by Modifying
Formant Frequencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ ータの性

質にっいて
種々の発生様式における日本語音声の韻律の
特徴とその制御にっいて(本)

日本語発話行為タイプの解析(I ) (本)

テキスト。デー タベースからの慣用表現の自
動抽出
研究用日本語音声デー タベース利用解説書
言語データベース用格、 係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母音無声化の分
析と予測
音声・言語イン夕フェースの予備検討
素性構造とその単一化アルゴリズムに関する
検討

A Phoneme Lattice Parsing for Continuous
Speech Recognition
Modularity and Scaling in Large Phonmeic
NeuralNetworks
会話テキストの機械通訳のための翻訳単位の
表現と計算( 本 )
言語データベース統合管理システム( 本 )
動詞敬語の相互承接にっいて一句構造文法理
論を用いた構文論的説明一
解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization of a Knowledge Base
for English
目標指向型対話における次発話の予測
言語データベース作成のための日英対訳対応
付け

Record of Six Work Sessions on Concepts,
Methods, and Tools from Existing Running
Rea1 -Size MT Systems

I -15

I -16
I -17

I -18

I -19

I -22
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I -45

I -46
I -47
I -48
I -49
I -50

I -51

I -52

I -53

I -54

I -55

I -56
I -57

I -58

I -61

l -62
I -63

I -64

I -65

I -66
I -67
I -68
I -69

I -70

夕イプ付き素性構造に対する操作 : 動機およ
び諸定義(本)
キーボー ド会話収録システムにっいて
Hidden Markov Mode1を用いた英単語認識
英語音声データベースの作成
句構造文法にもとづく日本語文の解析
H MM音韻認識におけるモデル継続時間長の
制御手法( 本 )
日本語音韻継続長における文発声固有の性質
にっいて( 本 )
ニューラルネッ トによる英文単語列予測モデ
ルの検討( 本 )
複合合成単位を用いる規則音声合成における
単位選択尺度にっいて( 本)
Pragmatic Extensions to Unification-
Based For[nalisms.
Typed Features Structures:the Language
and its Implementation
合成用日本語音声デー タベースの概要
HMM音韻認識に基づくヮー ドスポッティン
グ( 本 )

Fast Back-propagation Learning Methods
for NeuralNetworks in Speech
Speech Research at ATR Interpreting
Telephony Research Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討
ニューラルネットヮークの音声情報処理への
応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機
構の検討

Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Modified Mltalk
対話翻訳のための階層型プラ ン認識モデル
目標指向型対話におけるドメイン知識の調査
Tools for FundamentalFrequency Mode1 -
1ing
Research Activities of the NaturalLan -
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
1988
RETIF:A Rewriting System for Typed Fea -
ture Structures
スぺクトログラム。リ ーディング知識を用い
た音韻セグメンテーション・エキスパー トシ
ステム

The ATMS ManualVersion1, 1ATMS説明書
1.1
Politeness Strategies in American Eng-
1ish Telephone Dia1ogues 米語電話会話に
おけるていねいさの表現
形態素情報利用解説書 (兼作業マニュアル)
連続音声データベースにおける言語・韻律情
報(別冊付録 文リスト及び係り受け構造)
否定文の理解に関する研究

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正
規化
HMM音韻認識と拡張L R構文解析法を用い

た連続音声認識
対話参加者の心的状態に関する制約に基づく
発話解釈モデル
T D N N音韻スポッティングと拡張L Rパー
ザを用いた文節音声認識
研究用A T R日本語音声データベースの作成
研究用A T R日本語音声デー タベースの作成
(別冊 連続音声テキスト)
研究用A T R日本語音声データベースの作成
(別冊 不特定話者音声テキスト)

時間遅れ神経回路網 ( T  D N N )  を用いた音
韻/音節スホ'ッティク

Para11elism,Hierarchy , Scaling in Ti[ne-
Delay NeuralNetworks for Spotting Pho -
nemes and CV-Syllables
対話における名詞句の同一性の理解とその応
用
セパレートベクトル量子化に基づく話者適応化
ファ 111ィ べクトル量子化に基づく話者適応化
ベク トル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ベクトル量子化話者適応の時間遅れ神経回路網
(TDNN)による音韻認識への適用
話者重畳型HMMを用いた調音様式の話者適応
化

ベクトル量子化話者適応化の研究
話者適応化における写像方法の比較
音声言語日英翻訳実験システム(SL -TRANS)
時間遅れ神経回路網(TDNN)による音韻スホッアイン
クのための効果的学習法

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法
単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実
験
高精度HMMを用いた英単語認識
係り受け関係を用いた文節候補選択処理
SL -TRANSにおける、文節候補選択処理、問合
わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けf ータ
会話文音声生成のための音声合成、 および二ユ
ーラルネットヮ ークの連続音声への適用
Multiple Inheritance in RETIF
ResearchActivities of the Speech Pro-
cessing Department
0N INTERPRETATIONS 0F A FEED -FORWAR I)
NEURAL NETWORK
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
Feb.1989-0ct.1989
ニュ ーラルネットにおけるパック7'ロパi''ーション学習の効率化
方法

Connectionist Large Vocabulary Word Re-
cognition
目英機械翻訳システムにおける生成文の評価
一 「ダ」型表現を中心にして一
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価
一 「ダ」型表現を中心にして 一 (付録)

Constructive Neural Network for Speech
Recogni t ion

I - 83

I - 85

I - 86
I - 86

I - 86

I - 89

I - 90

I - 94

I - 95
I - 96
I - 97
I - 98

I - 99

I -100
I -101

I -104
I -105

I -108
I -109
I -110

I -111
I -112

I -114
I -115

I -116

I -118

I -71

I -72

I -74

I -75 I -119

I -120

I -121

I -121

I -122

I - 77
I - 79

I - 80
I - 81

I - 82
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I -123

I -124

I -125

I -126
I -128

I -129

I -130
I -132
I -135

I -136

I -137
I -138
I -139

I -140
I -140

I -141

I -142

I -143
I -144

I -145
I -147

I -148

I -150
I -151
I -152
I -155
I -156
I -157
I -161

I -163
I -164

l 建 、 -m 一一 - ・ '

HMM日韻連結子 自とNETgramを用いた央単語
音声の認識
Efficient DisjunctiveUnification in a
Bottom-Up Shift -Reduce Parser
文節に基づく単一化文法の一案 特に任意要
素類の扱いを巡 つて
Cross-Language Voice Conversion
Known Current Problems in Automatic
Interpretation:Challenges for Language
Understanding
Strategic Lazy lncrementa1 CopyGraph
Unification Method富侖的求1レッマンマソンによる音声認識
SL -TRANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい
て

音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の
検討
The MapSignalremote speech editor
Experiments in pitch extraction
Auditory nerve fiber spikegeneration
mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システi,
複合音声単位を用いた規則合成実験シスチム(付
録アロクラ4リスト)
テキスト・1l'一タべースを用いた分脈自由文法の適用確
率推定
種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の
診断的な評価

大規模音声f一タべースに基づく音声合成
TDNN音韻スホ'ッティンクと予測パーザを用いた大語彙
単語音声認識

TDNNの構造の音韻認識率、 11フトインバリアント性への
影響

Hidden Markov Mode1による音韻認実験の結
果
HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利
用

自動翻訳電話研究用言語f一タべースの構成
日英対訳対応データ
日英対訳対応f一タの仕様
日本語解析文法の意味表現にっいて
SL-TRANSにおける日本語文法の概要
対話アー タべースからの頻度情報の抽出
Generalized LR Parsing in Hidden Markov
Mode1
素性構造の単一化に基づくパーサの並列化方式
Ti fne-Frequency Spectral Esti[nation of
Speech-The Role of Variance In Estimator
Perfor[nance
ABMT FOR TEXT AND DIALOGUE a perli [n inary
assessment of its potentials
研究用日本語音声f ータべース利用解説書 (連続音
声f ータ編)
Automatic Language Recognition Using
Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する

l
I -169
I -170
I -173

I -174

I -175
I -176
I -177
I -179

l °
I -181
I -182
I -183
I -184

I -185
I -186
I -189

I -190

I -191
I -194

I -195
I -196

I -197

考察

音声認識における文法活用の有効性
音声認識用言語モfル構築に関する考察
ATRにおけるNeuralNetworkを用いた音声
情報処理
Study on Combining H田s and Neura1 Net -
workModels -TDNN-HMM for Phoneme Re-
cognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法
ニュ ーラルネットによる英単語品詞列予測モ:1'ル
ニュ ーラルネットによる音素7イルタを用いた母音認識
Some ComputationalApplications of しex -
icalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速
化
中間概念を定義した知識ベース作成手順
A T R自動翻訳電話研究所シンホ'ンウAの開催
発話変動にロパストなTDNNの検討
Overview of ATR Basic Research into
Telephone Interpretation(ATRにおける自動
翻訳電話の概要)
「は 」 と 「が 」の処理
ATR対話f ータぺ一スの内容
A Design for a Disambiguation-Based
I)ia1og Understanding System曖味さのない
対話理解システi,の設計
A Fuzzy Training Approach for Phoneme
Classification NeuralNetworks
A Study on Speaker Individuality Contro1
単語間の共起関係を定義した知識ぺ一スの構成
とその制御方法
言語情報を利用した母音継続時間長の制御
A BilingualDialogue Database fcr Auto -
lnatic Spoken Language Interpretation
between Japanese and English
MONA-LISA:Multimoda10ntologica1 Archi -
tecture for Linguistic Interactions and
Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識
階層的クフスタリンク手法の訳語選択への応用
依存関係合成による機械翻訳シスァムPARTs
タイプ付き素性構造主導型生成

Optimization of Unification-based Gene-
ration
単一化文法解析生成システAのための英文法
Connectionist Large-Vocabulary Continu -
ous Speech Recognition
ニュ ーラルネットヮークによる音声認識の研究̃発表論

文集̃

対判定型二ユ ーラルネットヮークの原理と時間遅れ神経
回路網との統合による口パストな音素認識
単語の意味カテコリーを用いた係り受け整合度の
平滑化
Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis
of /hi/and/C5/in Japanese and German
日本語形態素分析の細則
言語テータベースから抽出した知識7一タの分布
歪み尺度測地線を用いた音声スべクトルの補間

I -203
I -204
I -205
I -206
I -207

I -208
I -209

I -210

I -214

I -215

I -216

I -217
I -218
I -221

I -165

I -166

I -167

I -168

別13



No 夕 イ ト ル No タ イ ト ル

I -223
I -228

I -229

伝送誤りに強いVQ符号帳構成法に関する検討

Tools for Monitoring Para1 1elLisp Pro-
grams
Unification-Based Parsing on Increasing
Levels of Para1lelism並列効果の高い単一
化解析法
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Departmentand the
Knowledge and Database Department for
Nov.1989̃Mar.1991
Text- Independent Speaker Recognition
Using NeuralNetworks
Determining Surface Form for Indirect
Speech Acts in English
Speech Recognition Expert System.A
study on Knowledge and NeuralNetworks
Integration
A Study on Expert System and NeuralNets
for Speech Recognition
The Role of Identifiability and Accessi -
bi l i ty in Accouting for Japanese Zero
Prono1」ns
A Basic Introduction to Planning and
Meta -Decision-Making with Uncertain
Nonde terministic Actions Using Second-
O rder Probabilities
Communicative Functions of Spoken Japa -
nese and Its Meaning Interpretation on
MT System
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department , January through
Decem ber, 1991
A Study of Speaker Adaptation and Speak-
er Individuality
Third Person Referring Expressions in
English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討
混合連続分布HMMを用いた移動べクトル場平滑化
話者適応方式
Discourse Management Mechanism on Spoken
Dia1ogue Processing(in an MT System)
English- Japanese Transfer by ASURA Frame
work
A Study on Language Modeling for Speech
Recogni t ion
Tree-based Unit Selection for English
Speech Synthesis
SL -TRANSの目本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for Apr.1991
̃Mar.1992
混合連続分布HMM移動ぺクトル場平滑化話者適応
方式の文節認識性能の評価
Automated Labelling of Prosodic Aspects
of English:FinalReport

I -288 単一化に基づく構文解析:入門編 An Intro -
duction to Unification -Based Parsing
Techniques
Easier C programming Input/output faci -
1ities
Easier C programming Some usefu1objects
Easier C programming Dynamic programming
日英対話f ータべースへの発話行為タイ 7'の付与方法
に関する基礎的検討 First Steps Toward
Annotation I11ocutionary Force Types to
a BilingualDia1og
言語f ー タべース用格・係り受け関係属性付与基準

一深層格編一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声
認識への適用
変換知識作成のためのコーパス検索テー タ
Research Activities of the Natural Lan-
guage Understanding Pepartmentand the
Data Processing Department for Apr.1992
̃Jan.1993
Research Activities of the Speech Pro-
cessing I)epartment,January through
December , 1992
雑音環境下文節認識実験によるWLR・WGD・
SGDSの距離尺度の比較
ATR対話テータベース用英語形態素解析作業基準書
言語f ータべース用格係り受け関係属性付与基準一
表層格編一
文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価
ニュ ーラルネットヮークを用いた話者適応化および不特
定話者連続音声認識の研究 一発表論文リスト ー

The ATR-CMll Conference Registration Task
Speech Database User' s Guide
音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーパス
雑音環境下連続音声認識および話者適応に関
する研究
自動翻訳電話国際共同実験の実施報告
ATR対話f ータべ一ス用会話収集と文字化
The Need for Second -order Probability
Distributions Under Repeated Trials with
Nonlinear Utilities or Catastrophic
Outcomes
The Meanings of Ability Utterances with
Applications to Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラベル変換
S/Splus for Speech Processing Research
at ATR/ITL
Japanese generation within ASURA Home-
work
A English Analysis Grammar in a Unifi -
cation-based frame work
音声fータ・ラべリンク・マニュアル
LRパーザの応用法
Results of the ABDUCK Disambiguation
System ABDUCK ABDUCK会話理解システAの概要
Multi -Agent Comm l1nication and Comfn itment
and The BEHOLDER family of algorithms

I -293

I -294
I -295
I -298

I -230

I -231

l -301

I -306

I -308
I -312

I -233

I -235

I -242

I -243

I -244
I -313

I -316

I -317
I -321

I -325
I -326
I -827

1 -328

I -332
I -336

I -338
I -340
l -342

I -258

I -260

I -261

I -263

I -264

I -265
1 -266

I -267

I -269

I -273

I -276

I -278
I -281

I -345

I -347
1 -348

I -349

I -351

I -352
1 -360
I -368
I -370

I -284

I -287
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for scheduling multiple para11eluncerta
in processes underlimited -resorce con-
ditions
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department , January through March
, 1993

No

I -374

タ イ ト ル

Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for February
1993̃March1993
FBI:A Program for inferring stochastic
grammar rules from example text

I -372
I -377

A T R視聴覚機構研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL(0774)951111

No タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

A-01

A-02
A-03

A-05
A-06

A-07

A-08
A -09

A -00
A-11

A-12

A-14

A-15

A-16

A-17
A-20
A-21
A-22
A-23

A-24

A-25
A-26
A-27

A-28
A-29
A -30

A-31
A -33
A-34
A-35
A-36

音声認識のための重み付きケプストラム距離
尺度(本)

文字認識機能を持つ文字フオントェディター
時空間的なマスキングパ夕一 ンから見た聴覚
系内における音声スぺク トル表現( 本 )
スぺクトログラムリ ーディング
音声知覚におけるスぺクトルターゲット予測
モデルの評価( 本 )

リスプマシン用イメ ージスキャナ接続プ口グ
ラム  K AO R U
U n  i xのセキュリティに関する考察
高速視覚刺激提示装置A T Rタキスト
スコープ
漢字データベースCH I C
A T Rタキストスコーフl制御 117トゥェア
- ATRTSPとクフフィックコンパイラ ー
Properties of visualmemory for b1ock
patterns( 本 )
逆転ランダム , ドット・シネマトグラムの移
動限界( 本 )
網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー
ション

S T A X  S R  A Proの周波数特性
一人工耳及びダミ ーヘ ッドによる測定一
コネクショニストモデルと認知心理学
テクスチャ一識別の心理学的研究の展望(本 )
誘発電位による両眼視機構の研究
音の鋭さと振幅包絡
時空間フィルタを用いた運動視知覚モデルの
検討

0n the Approximate Realization of Contin
uous Mappings by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向
研究用日本語音声データベース利用解説書
色度ランダムドットパ夕一ンにおける運動弁
別と領域分離( 本 )
誘発電位記録解析システム
VM  S版S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユーテ ィ リ テ ィ
- SPIRE, synthesizer,PEF入門一
認知地図形成過程のモデル化に関する一考察
on the Capabilities of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ッドフオンアンプシステム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
ゲシュ夕ルト心理学の流れを汲む最近の
視知覚研究

A-37
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ATR NeuralNetwork Research on Speech
Processing( 本 )
パ夕一ンの良さ判断に対するシンメトロピー
尺度の有効性
マルチD S Pで構成する多チャンネル蝸手
フィル夕バンクの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析と
カテゴリ一判断の単位
A11iant,Convex, Ncubeのアーキテクチャとパ
フオ ーマンス

A CompuationalCochlear Nonlinear Prepro
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits( 本
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
N C U B Eの利用にっいて
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
NCUBEの利用にっいて CfロクラL 仕様付)
日本人とアfリカ人における英語/r , 1 , w/音知覚
の手掛かり
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り 一
Sharpness and amplitude enve1opes of
broadband noise
Effects of Preceding Scale on Me1odic
Pitch Interva1
Modeling of contextualeffect based on
spectralpeak interaction
PerceptualUnits of the Infaut Cry

Motion and depth perception with
dichoptic-sequentialpresentation of
rando[n-dot patterns
Trajectoty Formation of Arm Movement by
Cascade Ne 選 ralNetwork ModelBased on
Minimum Torque-change Criterion( 本 )
Objective Functions for Improve Pattern
Classificatiof1 with Back-propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮークにおける誤差測
度の改良)( 本 )

A Hybrid Speech Recognition System Using
HMM an LVQ- trained Codebook
A T R視聴覚機構研究所画像入出力システム
の概要
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識( 本 )
Identification of Kanji and Kana
characters within Japanese words
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A -60

A-61
A-62

A-63

A -64
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分離

Static Analysis of Posture and Move[nent ,
Using a 17-muscle Mode1of the Monkey' s
Arm( ネ )
帯域制限ランダムドットに誘導される正方向
の運動残効
MathematicalConnections between the
probability, Fuzzy set , Possibility and
Dempster -Shafer theories( 本 )
Simplifying Discontinuity Detection with
an Eye on Recognition Ed Gamble( 本 )
Neura1 -Network Controlfor a C1osed -Loop
System using Feedback-Error -Learning(本 )
Recurrent LVQ for Phoneme Recognition( 本 )
視聴覚特殊実験室の音響特性
Investigation of headphones suitable for
psychophysicalexperiments( 本 )
Auditory Spectrograms in HMMPhoneme
Recogni t ion
Effect of Word Familiarity on Non-native
Phoneme Perception:Identification of
English/r/,/1/, and/w/by Native Speakers
of Japanese.
Acousticalanalysis of whispered vowels
in different notes(音程を変えて発話した
囁き声の音響分析)(本 )
0n the Role of F0 in VowelIdentificatio
A ComputationalMode1of Four Regions of
the Cerebe11um Based on Feedback-Error -
Learning( 本 )
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究一手書き文字品質の人間
の主観評価に準じた品質決定要因による客観
的定量評価一

EquiIibrium Point Contro1of a Monkey
Ar fn Simulator by a Fast Learning Artifi -
calNeuralNetwork( 本 )
Feedforward NeuralNetwork Modeling of
Target -Accuracy Trade-of f ( 本 )
Enhanced Discontinvity Detection from
Postulated Discontinvities Ed Gamble( 本 )
111PD Training of Dynamic Programming-
Based Speech Recognizers(本)
Auditory Front -end in DTW Word Recognit -
ion Under Noisy, Reverberant and Multi -
Speaker Conditions( 本 )
Stability Constraints for the Equilibri -
選m-Point Hypothesis ( 本 )
Applicability of Oriented Filters to Ed-
ge Detection of Motion Analysis (本 )
Recognition of Manip選1ated 〔]bjects by
Motor Learning with Modular Architecture
Networks( 本 )
U N I X上の音声研究用ツール
Speech Tools ManualPages
Relative Pitch Judgements for Formant
Structured Broadband Noise
The Effects of Te[npo and Pitch on the
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A-67

A-69
A-70
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A-72
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A-75

A-76
A-77

A-78

A-79

A-80
A-81
A -82
A -83
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目本語の視覚的処理単位
一単語認識過程における諸現象一
音とは何か -NaturaI Coverpntation,
”W.Richard Ed第4章より 一
神経回路モfル による画像の情報処理にっいて
文書画像検索システA CHASERS
ニューラルネットヮークを用いた手書き文字
認識
CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(PART2)( 本 )
可変残響室の残響時間測定
スケルトンを用いた階層的形状記述およびニ
ューラルネットによる階層的形状識別
ノイマンを越えて 一視聴覚認知機構研究に
おける並列計算構成理いて一
日本人発話の英語及び外国人発話の日本語の
プ口ソディに関する研究

音声・発話障害の定量評価に関する研究
U N  I X版S A Sの使い方
聴覚実験用へ ッドホンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用
Psychoacoustic evidence for the
contextualeffect mode1
Optimization and Learning in NeuralNet -
works for Formation and Contro1of Co-
ordinated Movement(本)
A New HMM/LVQ Hybrid Algorilllm for
Speech Recognition
The proofreading of Japanese sentences:
visua1, and semantic processing
Effects of the Preceding Scale on
Me1odic Interva1 Judgment in Terms of
Equality and Size
Mc Gurk Effect under Conditions with or
without Noise
Extraction of the Nonlinear G1obalCoor-
dinate System of a Manifold by a Five
Layered Hour -Glass Network( 本 )
音声録音系の諸特性

A g1ottalwaveform modelfor high qua1 -
ity speech synthesis (、i, )
UN IX上の音声研究用ツール( 本 )
Acoustic and Physio1ogicalCharacteris-
tics of TraditionalSinging in Japan(本)
The effect of experiment variables on
the perception of American English/r,1/
for Japaneselisteners
視覚認知用語集
陰影による形状知覚と単眼立体視モデル
多重解像度による点パター ンの構造化モデル
Comp 選 tationalTheory and Ne種 ralNetwork
Models of Interaction Between VisualCor
t ica lAreas( 本 )
運動視と両眼立体視の相互関係̃運動視、 立
体視の成立と両眼入力画像の時間関係̃( 本 )
神経回路モデルを用いた重なったパ夕一ンの
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Judgement of Infant Cries
Spa t ioemporalproperties of motion per -
ception for random-check contrast modula
tions( 本 )
Second-0rder System;Its Role and
Mechanism
Accurate Reconstruction of 3D Scenes fro
Ml11tiple Imprecise and Uncertain Data
VirtualTrajectory and Stiffness E11ipse
During Multi - Joint Arm Movement Predict -
ed by NeuralInverse Mode1(本)
A Para11e1 -HierarchicalNeuraI Network
Modelfor Motor Contro1of A Musc選 1o -
SkeletalSystem
Rhythm Type and Articulatory Dynamics in
English, French, and Japanese(i)
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定
Error Tolerant Method for I nvariance
Based Feature Correspondence( 本 )
Unsupervised Learning of Receptive Field
Families on Regular Frids( 本)
Point Config選 ration Invariants under
Simulaneous Projective and Permutation
Transformations
Direct Estimation of Multiple Disparities
for Transparent Multiple Surfaces in
Binocular Stereo
ウェ ー fレット表現を用いた演算子形式による多重

方向検出̃重ね合わせの原理に基づく多重方
向同時検出演算子̃
Discriminative Feature Extraction
Recognition by Combi nations of Paraper -
spective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視における
トランスぺアレンシー

Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating
Time-Frequency Masking and Its Appli -
cation to Speech Recognition
温度差つき遺伝的アルコリ;1ムの収束
F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MR I
の分析
自由手書き文字認識の研究
ア二一リンクスケ 111ュールの定数倍加速
喉頭筋の非侵製計測と韻律制御の生理機構
母音における音声と口唇形状の視聴覚に関
する研究(その1.母音口形連続体における
視知覚)

A ・Softwarelibraly of C十十 class objects
for bio1ogicalstruct 選 re modeling.
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成
Production and Perception of the
ConsonantalVoicing Distinction in
Speech without VOT:An Acoustic Study
Using Electric Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル
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